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新
島
襄（
幼
名
は
七
五
三
太

し

め

た

）は
１
８
４
３

（
天
保
14
）年
、
上
州（
現
在
の
群
馬
県
）安
中
藩

主
板
倉
勝
明

か
つ
あ
き
らの
江
戸
屋
敷
に
武
家
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
13
歳
か
ら
蘭
学
を
学
ん
だ

新
島
は
、
西
欧
に
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
、１
８
６
４（
元
治
元
）年
に
国
禁
を
犯
し
て

ア
メ
リ
カ
へ
と
密
出
国
し
ま
し
た
。マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
州
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
や
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー

神
学
校
な
ど
で
教
育
を
受
け
た
後
、ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）の
宣
教
師
と
し
て
１
８

７
４（
明
治
７
）年
に
帰
国
。
大
阪
市
川
口
の
外

国
人
居
留
地
に
い
た
宣
教
師
M
・
L
・
ゴ
ー
ド
ン

宅
を
拠
点
に
伝
道
活
動
を
す
る
傍
ら
、
学
校
設

立
の
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
日
本
第
２

の
都
市
で
あ
る
大
阪
に
学
校
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
て
い
た
新
島
で
し
た
が
、京
都
府
顧
問
の
山

本
覚
馬
の
勧
め
で
、
京
都
の
地
に
設
立
す
る
こ

と
を
決
意
。
新
島
と
山
本
を
発
起
人
と
し
、
宣

教
師
J
・
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
を
雇
い
入
れ
る
形
で

同
志
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆さんは同志社について、どのくらい知っていますか。
今回の特集では、在学生にアンケートを実施しました。その結果とともに

創立者・新島襄の生い立ちや同志社の歴史を「同志社大学基礎知識」として紹介しています。
2005年は、同志社創立130周年の節目にあたります。

建学の精神に共感して入学した人も、まったく関心がないという人も、
自分が通う（通った）同志社とはどのような大学か、再確認してみてはいかがでしょう。

知っていますか？
―同大生のための
同志社基礎知識―

答：

新
島
襄（
正
解
率
91
・
8
％
）

創立者・新島襄についての印象など、思ったことを自由に書いてください。（抜粋）

同大生意識調査その1

チャレンジ精神に溢れている、先駆的人物、思い切ったことをする人、開拓者／ヒゲの人徳者／勇気のある人／教
育に対する姿勢が素晴らしい／憧れ・尊敬／志を貫いた人、理想を持って進んだ人／自主自立／情熱家／芯の
ある人物／「自責の杖事件」がすごい／いろいろいいこと言っている／カリスマ性／国際的なマインドを持った人、
グローバル／生徒を第一に考えた教育者／日本史で習った／熱心なキリスト教信者／名の知れ方が微妙、マイナ
ーな人／アメリカの大学を日本人で初めて卒業した人で前例のないことを成し遂げた素晴らしい人／エピソードに
感動した／官より民／キリスト教の偉業をしたらしいが実際のイメージがわかない／たいした行動力ですがあまり好
きではない／なぜキリスト教の大学を御所の近くにつくったのか気になる／人間らしい人／ハンサム／まじめな人／
ユニークな精神／額の傷／決断力があってリーダーシップのある人／賢そう／実在の人物と知らなかった

COVER
表紙

［寒梅館1Fリーデ

　4月で開館1周年を

同志社大学の新しい

目を奪われがちだが

親しまれたものが再

ることをご存知だろう

〈再利用したもの〉�

1階リーディングスペ

ーブルは、一般ラウ

したものだ。以前と比

味のある深いこげ茶色

学生が思い思いに

も昔と変わらない。

学生支援センター側

石は、かつて入口や

ていたもの。もとも

石だった。�

〈移設したもの〉�

1階オープンラウンジ

の頭部剥製（写真上

カ遠征を記念して1

ので、旧一般ラウンジ

3階東側空地の「和

中庭から移設された

　他にも旧大学会館

のがいくつかあるの

ひとつずつ探し出し

※アンケートは2004年度在学中の学部生、大学院生134人の方に回答していただきました。
ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

特　集
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3

ボ
ス
ト
ン
に
着
い
た
新
島
は
、テ
イ
ラ
ー
船
長

か
ら
船
主
の
A
・ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
拙
い
英
語
の
文
章
で
脱
国
の
目
的
を

伝
え
た
と
こ
ろ
、
心
を
打
た
れ
た
夫
妻
は
ボ
ス

ト
ン
近
郊
、ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

高
校

ア
カ
デ
ミ
ーに
入
学
す
る
よ
う
取
り
計
ら
い
、
同
時
に

英
会
話
を
学
べ
る
よ
う
に
と
下
宿
の
世
話
ま
で

も
行
い
ま
し
た
。
１
８
６
７（
慶
応
３
）年
、
新
島

は
２
年
足
ら
ず
在
学
し
た
後
、
英
語
科
を
修
了

し
ま
し
た
。

１
８
７
４（
明
治
７
）年
、ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
ラ

ッ
ト
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
第
65
回
年
会
の
最
終
日
の

こ
と
。
海
外
へ
派
遣
さ
れ
る
宣
教
師
の
一
人
と
し

て
、
新
島
も
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
挨
拶

の
代
わ
り
に
、
突
然
彼
は
聴
衆
に
向
か
っ
て「
祖

国
日
本
の
将
来
の
た
め
に
は
国
民
の
教
化
教
育

こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学

を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。つ
い
て
は
募
金
を

お
願
い
し
た
い
」と
訴
え
た
の
で
す
。
こ
の
発
言

は
、
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
、
合
計
５
、０
０

０
ド
ル
に
も
及
ぶ
寄
付
の
申
し
出
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
聴
衆
の
中
に
い
た
一
人
の
貧
し

い
農
夫
は
、
帰
り
の
汽
車
賃
の
２
ド
ル
を
そ
っ
と

新
島
に
渡
し
た
と
い
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
高
校
を
修
了
し
た
１
８
６
７
年

９
月
、
新
島
は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
入
学
し
ま
し

た
。
地
質
学
が
大
好
き
だ
っ
た
新
島
は
、
夏
休
み

な
ど
を
利
用
し
て
鉱
物
採
集
な
ど
に
精
を
出
し

ま
し
た
。
１
８
７
０（
明
治
３
）年
、B
・
S
・（
理

学
士
）の
称
号
を
受
け
て
卒
業
し
ま
し
た
。
同
年

９
月
に
は
牧
師
を
志
願
し
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の

伝
統
を
受
け
継
い
だ
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に

入
学
。
１
８
７
４（
明
治
７
）年
に
卒
業
し
、ボ
ス

ト
ン
の
教
会
で
按
手
礼（
牧
師
の
資
格
を
得
る
た

め
の
儀
式
）を
受
け
ま
し
た
。

脱
国
を
決
意
し
た
新
島
は
、
江
戸
か
ら
開
港

地
の
函
館
に
渡
り
ま
し
た
。
英
国
商
人
の
店
に

勤
め
て
い
た
福
士
卯
之
吉（
の
ち
成
豊
）の
斡
旋

に
よ
っ
て
、１
８
６
４（
元
治
元
）年
７
月
17
日
夜

半
、ア
メ
リ
カ
商
船
ベ
ル
リ
ン
号
に
乗
り
込
む
こ

と
に
成
功
。
上
海
で
ベ
ル
リ
ン
号
か
ら
ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
乗
り
換
え
ま
し
た
。ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
船
長
の
H
・
S
・
テ
イ
ラ
ー
は
、
新

島
を
”J
o
e
“
と
呼
ん
で
我
が
子
の
よ
う
に
か

わ
い
が
り
、
聖
書
を
与
え
、
英
語
や
航
海
術
を
教

え
ま
し
た
。
１
年
余
り
の
航
海
を
経
て
ボ
ス
ト
ン

港
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
１
８
６
５（
慶
応
元
）年

７
月
20
日
。
新
島
が
22
歳
の
時
で
し
た
。

答：

キ
リ
ス
ト（
正
解
率
91
・
8
％
）

ワイルド・ローヴァー号

新島の脱国扮装

アーモスト大学

知っていますか？�
―同大生のための同志社基礎知識―�

特　集�

答：

函
館（
正
解
率
38
・
8
％
）

答：

理
学
士（
正
解
率
6
・
0
％
）

答：

ア
メ
リ
カ（
正
解
率
74
・
6
％
）
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新
島
が
同
志
社
普
通
学
校
５
年
生
の
横
田

安
止

や
す
た
だ

に
あ
て
た
手
紙
の
一
節
、「
良
心
之
全
身
に

充
満
し
た
る
丈
夫
の
起
り
来
ら
ん
事
を
望
ん
で

止
ま
ざ
る
な
り
」を
筆
跡
の
ま
ま
刻
ん
だ
碑
。

「
一
国
の
良
心
」と
も
い
う
べ
き
人
物
を
同
志
社

か
ら
輩
出
し
た
い
と
い
う
新
島
の
教
育
理
念
を

よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

新
島
の
教
育
理
念
を
表
す
逸
話
と
し
て
、「
自

責
の
杖
」事
件
が
あ
り
ま
す
。
入
学
時
期
と
学
力

の
相
違
か
ら
別
れ
て
い
た
２
年
生
の
上
級
組
と

下
級
組
を
学
校
当
局
が
合
併
し
た
と
こ
ろ
、
不

満
を
抱
い
た
上
級
組
が
無
断
授
業
放
棄
と
い
う

事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
新
島
は
校
長
と

し
て
対
応
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
１
８
８
０（
明
治

13
）年
４
月
13
日
、

朝
の
礼
拝
の
席
で

新
島
は「
集
団
欠

席
と
い
う
校
則
違

反
は
生
徒
の
罪
で

も
教
員
の
責
任
で

も
な
い
、
す
べ
て
は

校
長
で
あ
る
自
分

の
落
度
で
あ
り
不

徳
の
い
た
す
所
で
あ
る
、
よ
っ
て
そ
の
校
長
を
罰

す
る
」と
、
携
え
て
き
た
杖
で
左
掌
を
杖
が
折
れ

る
ほ
ど
痛
打
し
ま
し
た
。
新
島
が
学
生
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
た
か
を
示
す
出
来
事
で
す
。

ま
た
、
新
島
は
死
の
２
日
前
、
遺
書
の
中
に

「
同
志
社
に
於
い
て
は
、

儻
不
羈

て
き
と
う
ふ
き

な
る
書
生
を

圧
束
せ
ず
務
め
て
其
の
本
性
に
従
ひ
之
を
順
尊

し
以
て
天
下
の
人
物
を
養
成
す
可
き
事
」と
残

し
ま
し
た
。

儻
不
羈
と
は
、信
念
と
独
立
心
を

持
ち
、
安
易
に
人
に
左
右
さ
れ
な
い
、と
い
う
意

味
で
、
そ
の
よ
う
な
学
生
を
同
志
社
で
型
に
は

め
ず
大
き
く
育
て
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
良
心
碑
」は
１
９
４
０
年
11
月

29
日
、
新
島
永
眠
50
周
年
を
記
念

し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
両
校
地
の

ほ
か
、同
志
社
香
里
中
学
・
高
等
学

校（
寝
屋
川
市
）、新
島
学
園
中
学
・

高
等
学
校（
安
中
市
）、
高
崎
自
然

道（
高
崎
市
）、フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー（
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
）の
４
カ

所
に
設
置
さ
れ
、
日
米
各
地
に
６

本
存
在
し
て
い
ま
す
。

山
本
覚
馬
が
所
有
し
て
い
た
相
国
寺
門
前
の
土

地
約
５
、８
０
０
坪
を
学
校
用
地
と
し
て
譲
り
受

け
る
約
束
を
交
わ
し
た
新
島
は
、１
８
７
５（
明
治

８
）年
８
月
、京
都
府
に
私
塾
開
業
願
を
提
出
し
ま

し
た
。
聖
書
を
授
業
科
目
に
入
れ
な
い
と
い
う
条

件
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、校
外
で
の
課
外
活
動
で

教
え
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。
同
年
11
月
29
日
、念

願
叶
っ
て「
同
志
社
英
学
校
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
教

員
は
新
島
と
J
・
D
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
２
人
、学
生
は

わ
ず
か
８
人
で
し
た
。
仮
校
舎
は
寺
町
丸
太
町
上

ル
松
蔭
町
。
現
在
の
旧
薩
摩
屋
敷
跡
に
校
舎
を
移

す
の
は
翌
年
１
８
７
６
年
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、

「
英
学
校
」は
英
語
を
教
え
る
英
語
学
校
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、幅
広
く「
英
学
」を
教
え
る
学
校
、

す
な
わ
ち
漢
学
以
外
す
べ
て
の
学
科
の
授
業
を
英

語
で
行
う
一
般
教
育（
普
通
教
育
）の
学
校
を
指
し

ま
す
。こ
う
し
て
誕
生
し
た
同
志
社
は
、２
０
０
５

年
に
ち
ょ
う
ど
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今出川校地

京田辺校地

同志社への遺言（徳冨猪一郎筆記）

自責の杖

答：

1
8
7
5
年（
正
解
率
15
・
7
％
）

答：

良
心
之の

全
身
ニ
充
満
シ
タ
ル
丈
夫
ま
す
ら
を

ノ
起お
こ

リ
来
ラ
ン
事
ヲ

（
正
解
率
6
・
7
％
）

答：

両
校
地
正
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ（
正
解
率
30
・
6
％
）
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5

「D
oshisha

C
ollege

Song

」は
、ド
イ
ツ
人

C
arl
W
ilhelm

が
作
曲
し
た「
ラ
イ
ン
の
守
り
」

（「D
ie
W
achtam

Rhein

」、
当
時
の
ド
イ
ツ
国

歌
）に
、
建
築
家
と
し
て
も
有
名
なW

illiam

M
.Vories

が
詞
を
つ
け
た
も
の
で
す
。
内
容
は
第

３
節
ま
で
に「
神
の
た
め
に
」「
同
志
社
の
た
め
に
」

「
祖
国
の
た
め
に
」と
歌
わ
れ
、
第
４
節
で「
世
界

同
胞
の
た
め
に
」同
志
社
が
先
頭
に
立
つ
よ
う
に

と
い
う
歌
詞
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、エ
ー
ル
大
学
の
校
歌
に
も
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

1.One purpose, Doshisha, thy name
Doth signify one lofty aim;
To train thy sons in heart and hand
To live for God and Native Land.
Dear Alma Mater, sons of thine
Shall be as branches to the vine;
Tho' through the world we wander far and wide,
Still in our hearts thy precepts shall abide!

2.We came to Doshisha to find
The broader culture of the mind;
We tarried here to learn anew
The value of a purpose true;
Dear Alma Mater, ours the part
To face the future staunch of heart,
Since thou hast taught us with high aim to stand
For God, for Doshisha, and Native Land!

3.When war clouds bring their dark alarms.
Ten thousand patriots rush to arms,
But we would through long years of peace
Our Country's name and fame increase.
Dear Alma Mater, sons of thine
Will hold their lives a trust divine
Steadfast in purpose we will ever stand
For God, for Doshisha, and Native Land!

4. Still broader than our land of birth,
We've learnd the oneness of our Earth;
Still higher than self-love we find
The love and service of mankind.
Dear Alma Mater, sons of thine
Would strive to live the life divine;
That we may with increasing years have stood
For God, for Doshisha, and Brotherhood!

1.同志社よ、その名は一つの目的を意味する。
その学徒の精神的、肉体的に、
神のため、祖国のため、生きんという
一つの崇高な目的を。
親愛なる母校よ、同志社の学徒は、
ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。
たとえ、世界くまなく、広くはるかに、
われらさまようとも、汝の教訓は、
われわれの心に永遠に生き続けることであろう。

2.われわれが同志社に来たのは、
心のより広き糧を求めてだ。
われわれは、真の目的の価値を、
新たな意味において学ぼうとし、
ここにふみとどまっているのだ。
親愛なる母校よ、われわれのつとめは、
堅き心をもって、未来に立ち向かうことである。
なぜなら同志社は、
神のため、同志社のため、また祖国のために
役立てよと、高い目的をもって
われわれに教えてきたからである。

3.戦雲がその険悪な動向を示すとき、
いく万の愛国者は、武器をもってはせ参ずる。
しかし、われわれは、
久しきにわたる平和の年月のうちに
祖国の名と名声を、いやましにましたいと願う。
親愛なる母校よ、その学徒は、その生涯を、
いつまでも神への信頼に捧げるであろう。
確固不動の目的をもって、われわれは、
たえず神のため、同志社のため、
また祖国のために、立とうとするものである。

4.われわれが生まれた国よりも
さらに広い世界といえども、
それは一つであることを、われわれは学んだ。
自己愛よりもいや高き人類愛と、奉仕の精神を
われわれは会得した。
親愛なる母校よ、その学徒は
聖なる生涯を送らんがため、励もうとしている。
重ねゆく年とともに、
神のため、同志社のため、同胞のため、
かえりみて悔いなからんがために。 （対訳　児玉実英）

こ
の
マ
ー
ク
は
、
国
あ
る
い
は
土
を
意
味
す
る

ア
ッ
シ
リ
ア
文
字「
ム
ツ
ウ
」を
図
案
化
し
た
も
の

で
す
。
考
案
者
の
湯
浅
吉
郎（
半
月
）は
、本
学
が

生
ん
だ
詩
人
で
あ
り
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
学
者
で

す
。
制
定
以
来
、
知
・
徳
・
体
の
三
位

さ
ん
み

一
体
あ
る

歌
い
出
し
の「O

ne
Purpose

」が
題
名
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

い
は
調
和
を
め
ざ
す
本
学
の
教
育
理
念
を
あ
ら

わ
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ

ラ
ー
は
、
新
島
の
母
校
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
と
同
じ

く
、紫
と
白
の
２
色
。
紫
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
パ
ー
プ
ル

で
日
本
の
古
代
紫
と
江
戸
紫
の
中
間
色
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

Doshisha College Song
同志社大学の良いところ
（好きなところ）を
書いてください。（抜粋）

自由・リベラル／伝統と歴史／教育
環境・設備が整っている／キャンパ
スがきれい／個性豊かな学生、学生
が活き活き、優しい人が多い／雰囲
気がいい／教授が熱心なところ、講
義・教員の質が高い／食堂が安くて
美味しい、充実／京都にあること／
広いキャンパス（京田辺）／自主、自
分から何でもできるところ／明るい・
開放的／ほのぼの・ゆったりしたとこ
ろ／神学部があること／多様性／エ
スカレーター式（内部進学）／キリス
ト教主義／クリスマスツリーがキレ
イ／シャトルバスができた／大学とし
ての土台がしっかりしている／チャペ
ルがあること／どんどん発展している
ところ／留学のチャンスが多い／学
費が安い目／休みが多い

答：

（
正
解
率
76
・
9
％
）

答：（ア
）す
べ
て
歌
え
る（
2
・
2
％
）

（
イ
）半
分
く
ら
い
歌
え
る（
7
・
5
％
）

（
ウ
）１
番
だ
け
歌
え
る（
15
・
7
％
）

（
エ
）１
番
を
部
分
的
に
歌
え
る（
16
・
4
％
）

（
オ
）ま
っ
た
く
歌
え
な
い（
58
・
2
％
）

同大生意識調査その2

知っていますか？�
―同大生のための同志社基礎知識―�

特　集�

答：
D
o
sh
ish
a
C
o
lleg
e
S
o
n
g
（
正
解
率
17
・
2
％
）
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伝
統
に
培
わ
れ
た
風
格
あ
る
今
出
川
校
地
の
継

承
と
自
然
環
境
の
保
全
に
留
意
し
て
開
校
さ
れ
ま

し
た
。
東
西
１
、２
０
０
ｍ
、南
北
８
０
０
ｍ
の
校

地
総
面
積
は
79
万
㎡
で
、京
都
御
苑（
東
西
７
０

０
ｍ
、南
北
１
、３
０
０
ｍ
）に
匹
敵
し
ま
す
。
さ
ら

に
、隣
接
の
同
志
社
女
子
大
学
、国
際
中
学
・
高
等

学
校
を
含
め
る
と
１
０
０
万
㎡
に
も
な
り
ま
す
。

校
地
内
に
点
在
す
る
古
代
古
墳
遺
跡
は
文
化
財

と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

6

1886（明治19）年竣工。プロテスタントの煉瓦
造・現存礼拝堂としては国内最古。アメリカ
ン・ゴシック様式の鉄板葺きの煉瓦造り。彰栄
館同様、資金はアメリカン・ボードの寄付で、グ
リーンが設計しました。

1887（明治20）年竣工。当時はわが国最大の学校図書
館で、「書籍館

しょじゃくかん

」と呼ばれました。資金はアメリカン・ボ
ードの寄付で、設計はグリーン。1920（大正9）年に新図
書館（現啓明館）が竣工しその役目を終えたので、時の
総長・海老名弾正

だんじょう

により「有終館」と命名されました。

1890（明治23）年竣工。コネチカットの
資産家J.N.ハリスの寄付により、ハリス
理化学校（工学部の前身）の校舎として
建築されました。

２
０
０
５
年
４
月
、こ
れ
ま
で
３
学
科
10
専

攻
で
編
成
し
て
い
た
文
学
部
が
改
組
さ
れ
６
学

科
に
、
同
時
に
社
会
学
科
４
専
攻
と
文
化
学
科

教
育
学
専
攻
か
ら
な
る
社
会
学
部
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、I
T
を
駆
使
し
て
文
化
の
解
析

手
段
を
学
ぶ
文
化
情
報
学
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。

昨
年
設
置
さ
れ
た
政
策
学
部
、
工
学
部
の
情
報

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

と
合
わ
せ
、
同
志
社
大
学
は
９
学
部
27
学
科
に

な
り
ま
し
た
。

﹇
編
集
協
力
﹈

本
井
康
博

神
学
部
教
授

越
川
弘
英

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
助
教
授

同志社大学の悪いところ（嫌なところ）を
書いてください。（抜粋）
自由すぎる／キャンパスが離れている／京田辺校地の立地／学生支援
体制が整っていない／人が多い／建物たてすぎ／講義の内容・教員の
質／京田辺の坂道が長い・しんどい／学費が高い／事務局の対応／補
講が多い／お坊ちゃん的、打たれ弱そう／カリキュラムが厳しい／トイ
レ・建物が汚いところがある／のんびり、１００％の力を出し切らないまっ
たりした風潮／ヘンなエリート意識と上流階級出身者が多い／ムダに広
い／学問への姿勢がゆるくなってきている／金持ちが多い／今出川校地
が狭い／実学科目を増やしてほしい／アカデミックな雰囲気に欠ける／
危機感が足りない／喫煙者が多い／ケチ／まとまりがない

答：

1
9
8
6
年（
正
解
率
4
・
5
%
）

答：神
学
部（
正
解
率
78
・
4
％
）

文
学
部（
正
解
率
97
・
0
％
）

社
会
学
部（
正
解
率
51
・
5
％
）

法
学
部（
正
解
率
94
・
0
％
）

経
済
学
部（
正
解
率
95
・
5
％
）

商
学
部（
正
解
率
93
・
3
％
）

政
策
学
部（
正
解
率
65
・
7
％
）

文
化
情
報
学
部（
正
解
率
29
・
1
％
）

工
学
部（
正
解
率
88
・
8
％
）

答：ク
ラ
ー
ク
記
念
館

（
正
解
率
21
・
6
％
）

ハ
リ
ス
理
化
学
館

（
正
解
率
23
・
9
％
）

同
志
社
礼
拝
堂（
チ
ャ
ペ
ル
）

（
正
解
率
19
・
4
％
）

同大生意識調査その3

◆有終館 ◆同志社礼拝堂（チャペル）

1893（明治26）年竣工。ニューヨーク州の篤志家、
B.W.クラークが建築費を寄付してくれ、ながらく神
学館という名称で同志社神学教育の拠点として活
用された。ドイツ・ネオ・ゴシック様式の建物です。
現神学館の竣工に伴い「クラーク記念館」と改称
されました。2007年12月まで保存修理工事中。

◆クラーク記念館◆ハリス理化学館

1884（明治17）年竣工。京都市内に現存する
最も古い煉瓦建築物で、アメリカン・ゴシック様
式の瓦葺き煉瓦造り。建築費は、アメリカン・ボ
ードの寄付で、同志社教員の宣教師D.C.グリ
ーンが設計しました。

◆彰栄館
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知っていますか？�
―同大生のための同志社基礎知識―�

特 集�

7

同志社大学には、建学以来脈 と々受け継がれてきたキリスト教

主義教育、新島襄の教育理念、そしてその実践といった建学の精

神と伝統があります。

Doshiha Spirit Weekは、キリスト教主義教育や創立者・新島襄に

ついて触れ、同志社人としてのアイデンティティを高めることを目的

として2003年から始まりました。期間中は、講演や展示、Doshisha

College Songの歌唱指導などさまざまな企画が行われます。

【期　間】4月11日（月）～15日（金）

〔京田辺校地〕

●講演　期間中毎日、午前・午後１講座ずつ　TC1-110、111

●Doshisha College Song歌唱指導　12:15～ TC１ピロティ 他

体育会応援団、リーダークランツ他、混声合唱団こまくさ

●展覧会

「新島襄と熊本バンド」（TC1-111）

「聖地と福音書の鳥たち」加藤遥子　油彩アートワーク展（TC1-110）

〔今出川校地〕

●講演　4月12日（火）火曜チャペルアワー 18:05～ 同志社礼拝堂

4月13日（水）水曜チャペルアワー 10:45～ 同志社礼拝堂

●展覧会　

笠井昌昭作品展　キリスト教文化センター集会室（待辰館１F）

●キャンパスツアー 4月15日（金）12:15～　良心碑前集合　

【お問い合わせ先】キリスト教文化センター TEL：075-251-3320

今出川校地のハリス理化学館２階には、歴史資料館分館

「Neesima Room」があり、創立者新島襄や同志社の歴史等をテー

マに年２回の企画展示や講演会を開催しています。

Doshisha Spirit Week 2005春

同志社大学をもっと知るために

同志社大学の国際

交流は、アーモスト大学

との交流に始まります。

新島襄が留学（1867～

1870年）して以来のつ

ながりです。学生や教

職員の留学・研修に加

えて、「同志社アーモスト館」を拠点にさまざまな交流がなされてきま

した。両大学間の太い絆を実感できる企画展です。

【期　間】4月1日（金）～8月31日(水)

閉室日：祝日、4月29日～5月5日、8月15～19日、8月の土・日曜日

【時　間】9:30～17:00（日曜日は10:00から、土・日曜日は

16:00まで、8月の平日は16:00まで）

【場　所】今出川校地　ハリス理化学館2階

【入場料】無料

【お問い合わせ先】同志社社史資料センター TEL：075-251-3042

学生支援センターでは、毎年8月、「新島襄の生き方を学び、同

志社を見つめ、人と人との出会いやふれあいを通して、自己を省

みよう」という趣旨のもと「函館キャンプ」を実施しています。参加

者は教職員スタッフとともにグループを編成し、出発までに数回の

ミーティングを重ねます。「脱国の碑」見学、現地ＯＢとの交流会、デ

ィスカッション、クイズ等のプログラムを自らの意志と行動で企画、

準備します。2005年度は、米国ニューイングランドに同志社のルー

ツを訪ねる「新島メモリアル・ウォーク」を実施します。詳細は掲示

や本学HP等でお知らせします。※26ページ参照

第２７回Neesima Room
企画展「同志社とアーモスト」展

新島襄旧邸（京都市指定有形文化財）見学について

【公開日】

3月～7月、9月～11月…毎週月・水曜日（祝日は除く）

5月・10月中旬…連続5日間（御所の公開日）

11月29日（創立記念日）

【公開時間】

10:00～16:00

和洋折衷の新島宅
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8

「
問
い
」を
愛
す
る
と
い
う
こ
と

ワ
ン
パ
ー
パ
ス

コ
メ
ン
タ
リ
ー

C O M M E N T A R Y

1961年岡山県生まれ。

1986年京都大学文学部卒業。

京都大学大学院経済学研究科修士課程お

よび同研究科博士後期課程修了。京都大学

博士（経済学）。

名古屋外国語大学教員を経て、2003年同

志社大学に政策学部設置準備室教授として

入社。2004年から現職。専門は社会思想。

Akihito Kakimoto

柿本 昭人
政策学部教授

２
０
０
４
年
４
月
、
同
志
社
大
学
に
55
年
ぶ
り
の
新
し
い
学

部
、
政
策
学
部
が
誕
生
し
た
。
私
も
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し

て
、
新
学
部
の
創
設
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

春
学
期
、
少
人
数
ク
ラ
ス
を
３
科
目
担
当
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス

で
も
、
最
初
の
授
業
の
最
後
を
こ
う
言
っ
て
締
め
く
く
っ
た
。「
何

が
何
だ
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、リ
ル
ケ
の『
若
き
詩
人
へ
の
手

紙
』を
手
に
取
っ
て
ご
覧
よ
。
今
の
世
の
中
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
や
、
高
校
ま
で
の
君
た
ち
が
気
づ
か
ず
に
来
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
考
え
る
手
助
け
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
」と
。
と
は
い
え
、

『
若
き
詩
人
へ
の
手
紙
』の
内
容
全
体
を
記
憶
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
一
カ
所
し
か
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。

覚
束

お
ぼ
つ
か

な
い
記
憶
の
糸
を
辿
っ
て
み
る
。
リ
ル
ケ
は
、
自
作
の
詩

を
送
っ
て
よ
こ
し
た
軍
人
の
青
年
に
、こ
う
諭
し
て
い
た
。「
問
い

を
愛
し
な
さ
い
。
時
間
を
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
愛
し
な
さ
い
。

君
が
そ
の
問
い
を
愛
し
、
そ
の
問
い
を
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
そ
の
問
い
の
答
え
は
、
自
ず
と
姿
を
現
し
て
く
る
か
ら
。

そ
れ
ま
で
ず
っ
と
、
そ
の
問
い
を
愛
し
続
け
な
さ
い
」。
多
分
、こ

ん
な
話
だ
っ
た
。
私
の
記
憶
の
中
で
は
、
そ
こ
に
、
横
合
い
か
ら

ロ
ダ
ン
が
割
り
込
ん
で
く
る
。「
若
い
時
は
た
だ
若
い
だ
け
で
、
何

も
分
か
っ
て
な
い
ん
だ
よ
。
分
か
る
っ
て
い
う
の
は
、
た
だ
段
々

と
分
か
っ
て
く
る
も
の
な
ん
だ
よ
」。
リ
ル
ケ
の「
ロ
ダ
ン
論
」の
中

で
、ロ
ダ
ン
が
そ
う
い
う
風
な
こ
と
を
述
べ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

入
試
で
は
、こ
う
は
い
か
な
い
。
問
題
を「
愛
す
る
」時
間
な
ど

な
い
。
あ
っ
と
い
う
間
に「
は
い
、
時
間
で
す
。
筆
記
具
を
置
き
な

さ
い
」と
な
る
。
衆
人
環
視
の
も
と
で
愛
を
綴
る
こ
と
な
ど
、で

き
よ
う
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
に
、
入
試
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
リ

ル
ケ
の
言
う「
問
い
」と
は
様
相
が
異
な
る
。
入
試
で
は
、
問
題

に
対
す
る
答
え
は
明
確
な
姿
を
と
っ
て
既
に
あ
る
。
乗
り
物
を
誤

ら
ず
、
道
を
誤
ら
な
け
れ
ば
、
待
ち
人
に
出
会
え
る
。
早
く
辿
り

着
け
ば
、「
遅
い
！
」と
叱
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
は
問
題
で

は
あ
っ
て
も
、「
問
い
」で
は
な
い
。
課
題
な
の
で
あ
る
。

一
方
、リ
ル
ケ
の
言
う「
問
い
」に
あ
っ
て
は
、
そ
の
答
え
は
未

だ
姿
を
現
さ
ず
、
未
知
の
ま
ま
で
あ
る
。
ロ
ダ
ン
の
よ
う
に
、
幸

運
に
も
そ
の
答
え
の
姿
が
段
々
と
見
え
て
く
る
保
証
も
な
い
。
あ

る
の
は
、
問
い
に
対
す
る
答
え
が
あ
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
信

頼
の
み
で
あ
る
。「
問
い
」に
は
、
予
め
辿
る
べ
き
道
筋
が
用
意
さ

れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
丁
度
、ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
登
っ
て
い
く
登
山
家
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
氷
の
面
を
読
み
な
が
ら
、
接
平
面
を
探
し
出
し
、

杭
を
打
ち
込
ん
で
進
ん
で
い
く
。
杭
が
打
ち
込
ま
れ
る
位
置
が
、

そ
こ
で
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
事
後
的
に
し
か
分
か
ら
な
い
。

杭
が
抜
け
落
ち
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
他
に
打
ち
こ
む
場
所
が
、そ

こ
し
か
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
登
山
家
は
氷
の
壁
を
愛
す
る
。
滑
落
し
て
も
、
愛

の
応
答
を
し
て
く
れ
な
か
っ
た
、と
氷
の
壁
を
な
じ
る
わ
け
に
も

い
か
な
い
。
身
も
心
も
捧
げ
て
、
愛
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
も
あ
る
、

と
登
山
家
は
覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
４
月
が
巡
っ
て
き
た
。
昨
年
の
小
ク
ラ
ス
の
学
生
た
ち
は
、

覚
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
な
。「
問
い
」を
愛
す
る
こ
と
を
。コ
イ

ン
を
入
れ
れ
ば
、
ジ
ュ
ー
ス
が
出
て
く
る
よ
う
に
は
、
世
の
中
の

出
来
事
は
生
起
し
な
い
の
だ
か
ら
、「
問
い
」に
随
伴
す
る「
分
か

ら
な
い
」と
い
う
グ
ズ
グ
ズ
と
し
た
時
間
の
流
れ
も
、
そ
の
愛
を

讃
え
て
い
る
の
だ
、
と
思
い
な
し
て
い
て
欲
し
い
な
。
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２
０
０
３
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た「
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ

ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
」。
生
物
や
自
然
界
が
育
ん
で
き

た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
新
し
い
科
学
技
術
へ
採
用
す
る
べ
く
、

学
際
的
、国
際
的
な
研
究
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
セ
ン
タ
ー
長
の
加
納
航
治
工
学
部
教
授
に
、研

究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

加納　航治
【バイオミメティックス研究センター長・
工学部教授】

同 志 社 の 研 究 は 今

9

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
は
、
自
然
界
や
生
体（
バ
イ
オ
）を

模
倣（
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
）す
る
科
学
手
法
を
指
し
ま
す
。
自
然
界
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
人
工
的
に
再
現
す
る
試
み
は
、
別
段
新
し
い
も
の

で
は
な
く
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
古
く
は
16
世
紀
に
、

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
、
鳥
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
設
計
し

た
飛
行
機
械
が
そ
う
で
す
し
、
現
代
社
会
に
不
可
欠
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
中
枢
を
担
う
C
P
U
も
人
間
の
脳
の
動
き
を
模
し
た
も

の
だ
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
然
界
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
や
技
術
に
応
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、バ

イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
学
際
的
な

見
地
か
ら
寄
与
し
よ
う
と
設
立
さ
れ
た
の
が
、バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ

ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
す
。

研
究
領
域
は
大
き
く
分
け
て
３
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は「B

iom
im
etic
C
hem
istry

（
生
体
模
倣
化
学
）」で

す
。
こ
の
分
野
で
は
、
生
体
内
の
酵
素
や
触
媒
に
着
目
し
、
そ
の

優
れ
た
機
能
を
人
工
的
に
模
倣
し
よ
う
と
研
究
を
重
ね
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
あ
る
微
生
物
の
生
体
内
で
は
、メ
タ
ン
モ
ノ
オ
キ

シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
の
働
き
に
よ
っ
て
、メ
タ
ン
が
酸
化
し

て
メ
タ
ノ
ー
ル
に
な
る
化
学
反
応
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

バイオミメティックスの概念図�
� 化　学�

人工酵素、ゲノム化学、�
センシング化学、�
バイオミネラリゼーション�
�
�A：化学反応のアクチュエーターへの応用�

ハイドロゲルのアクチュエーターへの応用�
バイオミネラリゼーションと人工骨�

C：人工知能と知能ロボット�
聴覚生理と骨導シミュレーション�
人体運動のコンピュータシミュレーション�

機械工学�
ロボット工学、人工器官、�
インテリジェント・アクチュエーター�

情報科学�
人工知能、人工脳、�

バイオインフォーマティックス�

BioinformationBioinspired
Mechanics

Biomimetic
Chemistry

A B

C

B：人工酵素とバイオインフォーマティックス�
ゲノム科学とホモロジー解析�
分子認識と感覚生理�
�
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自然界のメカニズムを�
テクノロジーに生かす�

10

人
工
的
に
こ
れ
と
同
じ
反
応
を

行
う
に
は
課
題
が
多
く
、メ
タ

ン
モ
ノ
オ
キ
シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で
き
れ
ば
、

よ
り
簡
単
な
方
法
で
メ
タ
ノ
ー

ル
を
大
量
生
産
で
き
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
人
工
血

液
の
研
究
で
は
、
生
体
内
の
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
や
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン

と
い
う
分
子
と
同
じ
よ
う
な
機

能
を
も
つ
人
工
酸
素
運
搬
物
質

の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ

の
成
果
は
、
血
液
と
同
様
の
酸

素
運
搬
機
能
を
も
つ
人
工
血
液

の
研
究
開
発
に
弾
み
を
つ
け
る

も
の
で
す
。
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
と
い
わ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
も

盛
ん
で
、
構
造
解
析
を
効
率
化
さ
せ
る
タ
ン
パ
ク
質
チ
ッ
プ
の
開

発
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、B
S
E（
牛
海
綿
状
脳

症
）や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
な
ど
、タ
ン
パ
ク
質
が
引
き
起
こ
す
病
気

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
も
つ
な
が
る
研
究
と
い
え
ま
す
。

２
つ
目
は「B

ioinspired
M
echanics

（
生
体
模
倣
機
械
工

学
）」で
す
。
こ
の
分
野
で
は
生
物
の
筋
肉
や
運
動
制
御
シ
ス
テ
ム

の
解
明
を
通
し
て
、
新
産
業
・
新
技
術
の
創
出
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
人
の
腕
や
指
は
と
て
も
し
な
や
か
に
動
き
ま
す

が
、ロ
ボ
ッ
ト
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
問
題
解
決
の
糸
口
は

「
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
」、つ
ま
り
腱
が
筋
肉
を
引
っ
張
っ
て
動
か
す

仕
組
み
に
あ
り
ま
す
。
腕
や
指
に
は
、
一
見
す
る
と
無
駄
に
思
え

る
よ
う
な
腱
や
筋
肉
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
無
駄
と

思
え
る
こ
の
仕
組
み
の
解
明
こ
そ
が
、し
な
や
か
さ
を
身
に
付
け

た
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
解
明
が
進

め
ば
、
高
齢
者
を
優
し
く
抱
え
る
新
し
い
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

も
夢
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
の
ほ
か
に

も
、２
０
０
４
年
度
か
ら
着
任
し
た
医
学
分
野
の
研
究
者
を
中
心

に
、
人
工
骨
な
ど
の
人
工
器
官
の
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
つ
目
は「B

ioinform
ation

（
生
体

模
倣
知
識
工
学
）」で
す
。
こ
こ
で
注

目
し
て
い
る
の
が
、
人
の
脳
が
も
つ
優

れ
た
情
報
処
理
能
力
で
す
。
脳
の
処

理
能
力
は
パ
ソ
コ
ン
と
比
べ
て
格
段
に

劣
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
常
に
体

系
的
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
、
単

純
か
つ
効
率
的
な

信
号
処
理
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
め
ざ

し
ま
す
。
ま
た
、

本
学
に
あ
る
世

界
で
も
有
数
の

高
性
能
並
列
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の

X
線
解
析
で
は

難
し
か
っ
た
タ
ン

パ
ク
質
の
構
造
解

析
に
取
り
組
む
な
ど
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
化
学
領
域
を

融
合
さ
せ
た「
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」と
い
う
新
た
な

学
問
領
域
の
確
立
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
研
究
活
動
の
さ
ら

な
る
活
性
化
の
た
め
に
も
、
学
問
の
脱
領
域
化
や
再
創
造
化
を

さ
ら
に
押
し
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
外
の
研
究
者

を
迎
え
て
国
際
的
な
講
演
会
を
定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。
昨
年

11
月
に
は
、「
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
生

体
機
能
化
学
の
新
展
開
―
」を
開
催
。
ア
メ
リ
カ
、フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
、
韓
国
か
ら
８
人
、
日
本
か
ら
１
人
の
専
門
家
を
招
待
し
、

当
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ
て
今
出
川
校
地
の
寒

梅
館
で
最
先
端
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
た
い
へ
ん
質
の
高
い
、
実
り
の
あ
る
も
の
に
な
り
、

海
外
２
大
学
と
の
交
流
協
定
、
ま
た
複
数
の
研
究
機
関
と

共
同
研
究
を
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ

り
の
成
果
は
、
博
士
課
程（
後
期
課
程
）の
学
生
が
世
界
の

一
流
研
究
者
と
交
流
で
き
た
点
で
す
。
学
生
の
研
究
に
対

し
て
、
激
励
と
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
励

み
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
海
外
の
大
学
と
の
交
換
留

学
を
押
し
進
め
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
図
り
、
知
的
刺
激
の
あ
る
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
現
在
行
っ
て
い
る
優
秀
な
学
生
へ
の
表
彰
制
度
も
継
続
し
、

研
究
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。本

研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
２
年
あ
ま
り
が
経
ち
ま
し
た
。

今
年
は
９
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
の
共
同
研
究
発
表
会
、２
０

０
６
年
に
は
第
２
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
で
学
際
的
な

研
究
活
動
を
継
続
し
て
、
地
球
と
人
類
の
幸
せ
の
た
め
に
貢
献

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

学位授与式の際、優秀な学生に手渡される『BMRC award』

昨年11月に開催された
「バイオミメティックス国際シンポジウム－生体機能化学の新展開－」
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い
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
当
時
経
済
学
部
１
年
次
生
だ
っ
た
原
田
禎

夫
さ
ん（
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
写
真
左
）は
、「
最
初
は
何
を
話

し
て
良
い
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
振
り
返
る
。

「
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
臭
い
を
怖
が
る
子
、
部
屋
の
灯
り
を
消
す
の
が

怖
い
子
。
外
見
は
元
気
そ
う
で
も
、ほ
と
ん
ど
の
子
が
心
に
深
い

傷
を
負
っ
て
い
ま
し
た
」。
そ
こ
で
市
の
職
員
、
教
諭
、
児
童
心
理

学
の
専
門
家
を
交
え
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
子
供
た
ち
に
ど

う
接
す
れ
ば
良
い
か
、
議
論
を
重
ね
た
。「
当
時
の
私
た
ち
は
、P

T
S
D（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）と
い
う
言
葉
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
が
出
し
た
結
論
は
、
子
供
が
自
分
か

ら
話
す
よ
う
に
な
る
ま
で
、
地
震
の
話
題
は
避
け
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
」。
手
探
り
の
状
態
で
は
あ
っ
た
が
、メ
ン
バ
ー
は
体

当
た
り
で
子
供
た
ち
と
接
し
た
。
雪
の
中
、
学
校
ま
で
送
り
迎
え

を
し
た
。
放
課
後
は
遊
び
相
手
に
な
り
、
家
庭
教
師
に
な
り
、そ

し
て
相
談
相
手
に
な
っ
た
。
一
緒
に
風
呂
に
入
り
、
眠
れ
な
い
と

訴
え
る
子
を
寝
か
し
つ
け
た
メ
ン
バ
ー
も
い
た
。
子
供
た
ち
は
、
年

齢
の
離
れ
た
兄
、
姉
の
よ
う
に
慕
っ
て
き
た
そ
う
だ
。

今
回
の
同
窓
会
で
は
、
此
本
晃
章
さ
ん（
商
学
部
２
年
次
生
・

写
真
右
）や
江
原
英
里
華
さ
ん（
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
音

楽
学
科
・
写
真
中
）た
ち
現
役
部
員
が
運
営
に
参
加
し
、
食
事
会

や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
準
備
に
あ
た
っ
た
。
２
人
は「
辛
い
時

期
に
何
日
も
一
緒
に
過
ご
し
て
く
れ
た
先
輩
た
ち
と
再
会
し
た

喜
び
の
大
き
さ
が
、
彼
ら
の
嬉
し
そ
う
な
顔
に
表
れ
て
い
ま
し
た
」

と
話
す
。
近
況
報
告
や
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
中
、
当
時
の
様
子

を
収
め
た
ビ
デ
オ
を
参
加
者
全
員
で
観
た
。「
当
時
は
余
裕
が
な

か
っ
た
の
で
、な
か
な
か
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
子
に
腹
を

立
て
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ビ
デ
オ
で
改
め
て
振
り
返

る
と
、こ
ん
な
に
小
さ
な
子
が
親
元
を
離
れ
て
花
背
に
来
て
い
た

の
だ
な
、よ
く
頑
張
っ
て
い
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の

親
御
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
遠
く
の
施
設
に
子
供
を
預
け
ざ
る
を
え

な
い
状
況
は
、き
っ
と
辛
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
」と
原
田
さ
ん

は
語
る
。

震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
今
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
自
体
が

広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ワ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
部
の
よ
う

な
活
動
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
て
き
た
と
原
田
さ
ん
は
言
う
。

「
も
ち
ろ
ん
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
と
な
る
と
時
間

的
・
金
銭
的
な
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
花
背
で
の
活
動

を
通
し
て
学
ん
だ
の
は『
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
誰
か
の
役
に

立
つ
』と
い
う
こ
と
で
し
た
。
例
え
ば
、
話
を
少
し
聞
い
て
あ
げ
る

だ
け
で
も
、
子
供
た
ち
は
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
何
か
人
の
役
に
立

ち
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。
当

時
の
ワ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
部
長
、
片
岡
靖
さ
ん（
97
年
文
学
部
卒

業
）は
こ
う
語
る
。「
震
災
と
い
う
不
幸
な
出
来
事
が
き
っ
か
け
と

は
い
え
、
一
緒
に
過
ご
し
た
子
供

た
ち
、先
生
方
、地
元
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
の

仲
間
と
の
間
に
生
ま
れ
た『
つ
な

が
り
』は
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。
片
岡

さ
ん
、
原
田
さ
ん
ら
メ
ン
バ
ー
は
、

子
供
た
ち
と
こ
れ
か
ら
も
時
々

み
ん
な
で
会
お
う
と
約
束
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
部
と

被
災
児
童
た
ち
が
10
年
目
の
同
窓
会

昨
年
11
月
、
野
外
活
動
施
設「
花
背
山
の
家
」（
京
都
市
左
京

区
）で
、「
阪
神
大
震
災
被
災
児
童
一
時
留
学
事
業
10
周
年
記
念

同
窓
会
」が
開
催
さ
れ
、
当
時
の
児
童
・
生
徒
12
人
が
再
会
し
た
。

一
時
留
学
と
は
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
神
戸
地
区
の
小
・

中
学
校
に
通
っ
て
い
た
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
場
を
確
保
す
る
た

め
、
京
都
市
と
京
都
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
事
業
だ
。
花
背

山
の
家
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
３
月
ま
で
の
約
１
カ
月
半
、46
人

の
子
供
た
ち
が
共
同
生
活
し
、
地
元
の
別
所
小
学
校
に
通
っ
た
。

そ
の
一
時
留
学
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

た
の
が
、
同
志
社
ワ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
部
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。ワ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
部
は
、
小
・
中
学
生
の
健
全
な
育
成
を
目
的

と
し
た
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
を
行
う
サ
ー
ク
ル
だ
。
そ
の

実
績
を
買
わ
れ
、
共
同
生
活
を
送
る
子
供
た
ち
の
精
神
的
な
支

え
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
。
常
時
10
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が

交
代
で
施
設
に
泊
ま
り
込
み
、
子
供
た
ち
と
寝
食
を
共
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
日
頃
の
活
動
で
子
供
へ
の
接
し
方
に
は
慣
れ
て

キャンパスニュース
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リ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
休
講
情
報【
開
講
期
間
の
み
】

休
講
情
報
を
照
会
で
き
ま
す
。
携
帯
電
話（
機
種
に
よ
っ
て
対

応
し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
）か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

■
成
績
評
価
結
果
公
表

各
学
部
・
研
究
科
が
定
め
る
科
目（
演
習
等
）お
よ
び
少
人
数
の

科
目
等
を
除
き
、授
業
ク
ラ
ス
毎
に
評
点
分
布
や
評
点
平
均
値
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

■
学
修
支
援（
個
人
別
教
務
情
報
）シ
ス
テ
ム

次
の
各
機
能
が
利
用
で
き
ま
す
。

○
住
所
変
更

本
人
住
所
の
変
更
届
出
が
で
き
ま
す
。

○
履
修
科
目
登
録【
登
録
期
間
の
み
】

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
あ
れ
ば
、自
宅
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、事
務
室

受
付
時
間
外
で
も
履
修
科
目
の
登
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

即
時
に
登
録
エ
ラ
ー
チ
ェッ
ク
が
で
き
、結
果
を
確
認
で
き
ま
す
。
ま

た
、登
録
期
間
中
は
何
度
で
も
修
正
で
き
ま
す
。

○
登
録
取
消【
登
録
取
消
期
間
の
み
】

授
業
受
講
後
の
一
定
期
間
に
、定
め
ら
れ
た
範
囲
の
科
目
に
つ

い
て
、登
録
取
消
が
で
き
ま
す
。

○
登
録
チ
ェッ
ク
結
果
確
認【
登
録
・
登
録
取
消
期
間
の
み
】

登
録
エ
ラ
ー
が
無
い
か
、チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
登
録
科
目
照
会

自
身
が
登
録
し
て
い
る
科
目
を
時
間
割
表
形
式
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
登
録
科
目
の
休
講
情
報【
開
講
期
間
の
み
】

自
身
が
登
録
し
て
い
る
科
目
の
休
講
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
登
録
科
目
の
期
末
試
験
情
報【
試
験
期
間
の
み
】

自
身
が
登
録
し
て
い
る
科
目
の
学
期
末
試
験
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■e-class(e-Learning)

シ
ス
テ
ム

e-class

は
、
授
業
担
当
者
と
受
講
生
を
双
方
向
で
結
び
、よ
り

効
果
的
な
学
習
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
用
意
さ
れ
たe-

Learning

シ
ス
テ
ム
で
す
。
時
間
的
・
場
所
的
な
制
約
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
授
業
担
当
者
か
ら
受
講
生
へ
の
教
材
の
提
示
・
テ
ス

ト
の
実
施
・
レ
ポ
ー
ト
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
・
掲
示
板(

Ｂ
Ｂ
Ｓ)

を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
可
能
で
す
。
授
業
の
予
習
、

復
習
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、学
修
支
援（
個
人
別
教
務
情
報
）シ
ス
テ
ム
を
中
心
に

し
て
、W
E
B
成
績
通
知
表
、
先
行
登
録
へ
の
対
応
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
表
を
参
照
し
て
の
履
修
登
録
や
、e-class

（e-Learning

）

シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
、学
部

別
Ｆ
Ａ
Ｑ
な
ど
、
機
能
の
強
化
、
拡
張
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

（
教
務
課
）

本
学
で
は
、他
大
学
に
先
駆
け
て
シ
ラ
バ
ス
情
報
、試
験
情
報
、

休
講
情
報
やe-Learning

シ
ス
テ
ム
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
導
入
に
併
せ
て
、み
な
さ
ん
の
学
修
の
指

標
と
な
る
よ
う
成
績
評
価
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
さ
せ
、得

点
分
布
や
評
点
平
均
値
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
修
支
援

（
個
人
別
教
務
情
報
）シ
ス
テ
ム
で
は
、登
録
な
ど
の
手
続
き
を
行

っ
た
り
、こ
れ
ら
の
学
修
に
関
わ
る
情
報
を
個
人
別
に（
本
人
が
登

録
し
た
科
目
に
つ
い
て
の
み
）照
会
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
シ
ラ
バ
ス
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

科
目
名
や
担
当
者
、
概
要
な
ど
か
ら
任
意
の
文
字
列
で
講
義

概
要
や
授
業
計
画
、
成
績
評
価
基
準
等
の
シ
ラ
バ
ス
情
報
を
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
該
科
目
の
成
績
評
価
状
況
や

参
考
文
献
の
書
誌
所
蔵
情
報
・
担
当
者
の
研
究
業
績
等
も
照
会

で
き
ま
す
。

■
試
験
情
報

学
期
末
試
験（
レ
ポ
ー
ト
試
験
を
含
む
）の
日
程
や
試
験
教
室
、

持
込
参
照
物
な
ど
の
情
報
を
、担
当
者
や
科
目
名
、実
施
日
な
ど

で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
講
義
概
要
・
シ
ラ
バ
ス
情
報
に
も

W
E
B
を
活
用
し
た

学
修
支
援
体
制
に
つ
い
て

CAMPUS NEWS

試験実施情報

シラバス情報

成績評価結果

個人別教務情報メニュー

登録科目一覧

時間割表

http://www.doshisha.ac.jp/zaigaku/jugyo/index.html
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今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

こ
の
式
典
に
は
、
ご
父
母
を
含
む
多
数
の
ご
家
族
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
満
席
の
家
族
席
か
ら
も
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
礼
拝

堂
に
響
き
渡
っ
た
。

同
志
社
大
学
、同
志
社
女
子
大
学
、国
際
中
学
・
高
等
学
校
と

京
田
辺
市
と
は
、１
月
31
日
に
地
域
社
会
の
発
展
、文
化
、福
祉
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
相
互
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
定
め
た
包
括

協
定
を
締
結
し
た
。

大
学
で
は
１
９
８
６
年
の
京
田
辺
校
地
開
校
以
来
、市
と
の
連

携
協
力
の
も
と
に
、生
涯
学
習
の
機
会
と
し
て
市
民
に
好
評
な「
京

た
な
べ
・
同
志
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」の
共
催
や
市
の
各
種
事
業

へ
の
協
力
・
参
加
、各
種
審
議
会
へ
の
参
画
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
る
協
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

今
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
大
学
の
役
割
は
、
高
度
な
教

２
０
０
４
年
度
同
志
社
大
学
育
英
賞
表
彰
式

同
志
社
と
京
田
辺
市
と
の
包
括
協
定
締
結

夢
告
館
は
、
２
０
０
５

年
４
月
に
文
理
融
合
型
の
文

化
情
報
学
部
開
設
に
伴
い
、

京
田
辺
校
地
に
建
設
さ
れ
た

建
物
で
、
地
上
７
階
の
高
層

棟
と
地
上
３
階
建
て
の
低
層

棟
に
分
か
れ
て
い
る
。

高
層
棟
の
１
階
に
は
文
化

情
報
学
部
事
務
室
・
文
献
室
、

学
部
長
室
、
会
議
室
、２
・
３

階
に
は
30
人
規
模
の
小
教
室
、
４
階
に
は
共
同
研
究
室
、
実
習

室
、ラ
ウ
ン
ジ
、５
〜
７
階
は
文
化
情
報
学
部
教
員
個
人
研
究
室
、

共
同
研
究
室
、
実
習
室
が
あ
る
。
低
層
棟
の
１
・
２
階
に
は
講
義

用
の
中
教
室
、３
階
に
中
教
室
と
大
教
室
が
あ
る
。
建
築
に
関

し
て
は
、
赤
レ
ン
ガ
と
切
妻
の
同
志
社
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
、
高

さ
や
壁
面
位
置
を
既
存
建
物
と
合
わ
せ
て
景
観
の
調
和
と
統
一

を
図
っ
て
い
る
。

竣
工
式
は
、２
月
２
日
に
挙
行
さ
れ
、
総
長
、
理
事
長
、
学
長

を
は
じ
め
と
す
る
大
学
関
係
者
お
よ
び
工
事
関
係
者
な
ど
の
出

席
を
得
て
執
り
行
わ
れ
た
。

夢
告
館
竣
工

同
志
社
大
学
指
定
寄
付
奨
学
金
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
奨
学

金
も
今
年
度
で
３
回
目
の
奨
学
生
を
決
定
し
た
。
今
年
度
か
ら

特
定
寄
付
奨
学
金
の
募
金
事
業
が
始
ま
り
、
卒
業
生
・
企
業
・
本

学
退
職
者
・
教
職
員
の
方
々
か
ら
１
、５
０
０
万
円
の
寄
付
を
い

た
だ
き
、
奨
学
生
は
昨
年
度（
11
人
採
用
）の
倍
以
上
の
23
人
に

増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
選
考
に
つ
い
て
は
同
志
社
大
学
貸
与
奨

学
金（
秋
期
募
集
）採
用
者
の
中
か
ら
、
家
計
困
窮
度
が
高
い
学

２
０
０
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
同
志
社
大
学
育
英
奨
学
金
奨

学
生
を
表
彰
す
る
育
英
賞
表
彰
式
が
、２
月
17
日
11
時
か
ら
神

学
館
礼
拝
堂
で
執
り
行
わ
れ
た
。
今
回
の
表
彰
者
は
各
学
部
の

推
薦
を
受
け
、
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
貢
献
等
の
分
野
か

ら
選
出
さ
れ
た
97
人
。

式
典
は
百
合
野
正
博
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
の
司
会
に
よ

り
進
行
し
、
鈴
木
直
人
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
の
聖
書

朗
読
な
ら
び
に
祈
祷
の
後
、
八
田
英
二
学
長
が
式
辞
を
述
べ
た
。

式
辞
で
は
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
と
も
に「
育
英
賞
を
受
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
同
志
社
大
学
の
誇
り
で
す
。
こ
れ
を
出
発
点
と
し

て
、こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
一
層
深
め
て
、

活
躍
さ
れ
る
こ
と
祈
っ
て
い
ま
す
」と
の
激
励
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
出
席
し
た
奨
学
生
一
人
ひ
と
り
に
学
長
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
、
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
た
。

最
後
に
、
奨
学
生
を
代
表
し
て
、
学
業
成
績
優
秀
者
で
、
体
育

会
陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部
で
も
活
躍
し
て
い
る
岡
本
大
さ
ん（
工
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
３
年
次
生
）が「
私
た
ち
が
育
英
賞
を
受

賞
で
き
た
の
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

物
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
受
賞
の
喜
び
と

生
を
対
象
に
学
生
主
任
が
１
人
ず
つ
選
考
面
接
を
行
い
、
家
計

お
よ
び
学
習
意
欲
に
つ
い
て
厳
密
な
審
査
を
し
て
、
奨
学
生
を
決

定
し
た
。

新
し
い
学
内
奨
学
金
の
柱
と
し
て
、
次
年
度
以
降
も
20
人
以

上
の
奨
学
生
の
採
用
を
継
続
す
る
た
め
、
引
き
続
き
ご
寄
付
を

お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、今
年
度
は
台
風
や
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
で
被
災
し

た
学
生
に
対
し
て
も
、特
定
寄
付
奨
学
金
を
給
付
す
る
予
定
で
検

討
中
で
あ
る
。

（
今
出
川
校
地
学
生
支
援
課
奨
学
係
）

２
０
０
４
年
度
特
定
寄
付
奨
学
金

奨
学
生
採
用
に
つ
い
て
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同
志
社
創
立
１
２

５
周
年
記
念
事
業
計

画
の
一
環
と
し
て
構
想

が
示
さ
れ
た
同
志
社

小
学
校
建
設
の
起
工

式
が
１
月
31
日
、
岩
倉

校
地
同
志
社
高
等
学

校
北
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

建
設
予
定
地
で
総
長
、

理
事
長
、
学
長
ほ
か
教

職
員
関
係
者
、
近
隣
自

治
会
代
表
者
、
工
事
関

係
者
が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
。

小
学
校
は
１
学
年
３
ク
ラ
ス（
１
ク
ラ
ス
30
人
）、
収
容
定
員
５

４
０
人
の
規
模
で
、
開
設
は
２
０
０
６
年
４
月
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
の
一
貫
教
育
が
行
え
る
こ
と
と

な
り
、
学
内
外
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

建
物
は
鉄
骨
造（
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）地
上
２
階
、
建

築
床
面
積
４
、
３
６
２
㎡
、
延
床
面
積
７
、
５
２
６
㎡
。
施
設
は

体
育
館
、
図
書
館
、チ
ャ
ペ
ル
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
教
室
、
音
楽
室
、
図
工

室
、
理
科
室
、
普
通
教
室
な
ど
各
種
の
教
室
、
校
務
室
か
ら
成
る
。

校
舎
内
部
は
自
由
空
間
を
大
き
く
取
り
、
自
由
な
雰
囲
気
を
強

育
、
研
究
に
加
え
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の

た
び
の
包
括
協
定
の
締
結
を
機
に
、
大
学
と
京
田
辺
市
と
は
、
従

来
の
取
り
組
み
を
も
と
に
、教
育
・
文
化
・
福
祉
の
向
上
、産
官
学

共
同
に
よ
る
地
域
産
業
振
興
・
新
産
業
の
創
出
、
福
祉
活
動
等
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
連
携
な
ど
の
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

調
す
る
と
と
も
に
、
校
舎
の
内
外
に
は
防
犯
上
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

も
完
備
し
て
い
る
。
屋
上
に
は
植
物
栽
培
を
目
的
と
し
た
学
級
菜

園
、
太
陽
電
池
に
よ
る
電
力
利
用
な
ど
を
配
置
し
、
省
エ
ネ
に
も

配
慮
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
約
３
、
７
０
０
㎡
）を
建
物
の
東
側
に
併
設
し
て
い
る
。

12
月
１
〜
31
日
の
工
期
に
わ

た
っ
て
、
東
京
オ
フ
ィ
ス（
大
手
町
）

が
拡
充
さ
れ
た
。
渋
谷
に
あ
っ
た

東
京
分
室
を
統
合
し
、
東
京
で
の

拠
点
を
集
約
し
た
。
従
来
の
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
に
加
え
て
、
大
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム（
72
人
収
容
）を
設
置

し
、
東
京
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
就
職
活
動
を
行
う
学
生
の
た
め

に
、
更
衣
室
も
新
た
に
設
け
た
。

同
志
社
小
学
校
建
設
工
事
起
工
式

東
京
オ
フ
ィ
ス
拡
充
工
事
完
了

地
域
・
並
行
通
貨
の
経
済
学

室
田
武
　
著
東
洋
経
済
　
２
５
０
０
円

管
理
会
計
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

中
川
優
　
著
　
森
山
書
店
　
３
８
０
０
円

法
と
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

木
下
麻
奈
子
　
執
筆
　
日
本
評
論
社
　
２
０
０
０
円

経
済
史
文
献
改
題：

２
０
０
３
年
版

大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
　
編
、

藤
田
貞
一
郎
、
石
川
健
次
郎
、
西
村
卓
　
他
　
執
筆
　
思
文
閣
出
版
　
　
　
１
１
８
０
０
円

東
洋
文
庫
７
３
２：

太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
３
加
美
宏
　
他
　
編
　

平
凡
社
　
３
１
０
０
円

土
地
家
屋
調
査
士
の
業
務
と
制
度

大
阪
土
地
家
屋
調
査
士
会
制
度
研
究
会
　
編
、

佐
藤
鉄
男
　
他
　
執
筆
　
三
省
堂
　
４
２
０
０
円

ポ
ッ
サ
ム
に
贈
る
13
の
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト：

y
・
s
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
論
集

田
口
哲
也
　
他
　
編
　
英
潮
堂
　
３
６
０
０
円

Ｃ
Ｄ
ー
R
O
M
で
学
ぶ
速
読
演
習

北
尾
謙
治
他
　
編
　
成
美
堂
　
２
５
０
０
円

英
文
読
解
の
ス
キ
ル：

精
選
12

北
尾
謙
治
　
他
　
編
　

桐
原
書
店
　
１
６
０
０
円

英
作
文
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
A
B
C

北
尾
謙
治
　
他
　
編
　
英
宝
社
　
１
６
０
０
円

社
会
福
祉
の
思
想
・
理
論
と
今
日
的
課
題

井
岡
勉
、
岡
本
民
夫
、
黒
木
保
博
、
同
志
社
大
学
社
会
福
祉
学
会
　
編

井
岡
勉
、
山
田
裕
子
、
小
山
隆
、
黒
木
保
博
　
他
　
執
筆
　
筒
井
書
房
　
３
５
０
０
円

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ：

開
発
の
思
想

松
下
マ
ル
タ
　
他
　
執
筆

日
本
経
済
評
論
社
　
２
９
０
０
円

社
会
福
祉
の
先
駆
者
た
ち

垣
章
二
、
小
倉
襄
二
、
加
藤
博
史
、
住
谷
磬
、

同
志
社
大
学
社
会
福
祉
学
会
　
編

岡
本
民
夫
、
井
岡
勉
、M

artha
M
ensendiek

他
　
執
筆
　

筒
井
書
房
　
３
５
０
０
円

『
宇
治
拾
遺
物
語
』「
世
俗
説
話
」の
研
究

廣
田
收
　
著
　
笠
間
書
院
　
１
３
０
０
０
円

政
権
都
市：

中
世
都
市
研
究
９

中
世
都
市
研
究
会
　
編
　
鋤
柄
俊
夫
　
他

執
筆
　
新
人
物
往
来
社

３
６
０
０
円

質
的
調
査
法
入
門：

叢
書
現
代
社
会
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
３

S
・
B
メ
リ
ア
ム
　
著
　
久
保
真
人
　
他
　
訳

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
４
２
０
０
円

林
　
知
己
夫
著
作
集（
全
15
巻
）
林
知
己
夫
著
作
編
集
委
員
会
　
編
　

村
上
征
勝
　
他
　
監
修
　
勉
誠
出
版
　
８
０
０
０
０
円

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
商
品
の
研
究：

商
品
史
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

石
川
健
次
郎
　
編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
文
舘
出
版
　
３
０
０
０
円

家
庭
用
燃
料
電
池
の
開
発
と
課
題

石
田
政
義
　
監
修

稲
葉
稔
　
他

執
筆

シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
　
６
５
０
０
０
円

T
a
lk
in
g
P
o
litic
s
in
J
a
p
a
n
T
o
d
a
y

O
fer
Feldm

an

著

S
ussex

A
cadem

ic
P
ress

９
７
６
６
円

仕
事
の
社
会
学：

有
斐
閣
ブ
ッ
ク
ス

佐
藤
厚
　
他
　
編
　

有
斐
閣
　
２
１
０
０
円

美
術
随
筆

笠
井
昌
昭
　
著
　
自
費
出
版

日
本
史
学
史
講
義

笠
井
昌
昭
　
著
　
自
費
出
版

経
営
・
商
学
系
大
学
院
生
の
た
め
の
論
文
作
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

太
田
進
一
、
太
田
肇
　
他
　
執
筆
　
文
眞
堂
　
１
６
０
０
円

道
徳
性
を
発
達
さ
せ
る
授
業
の
コ
ツ：

ピ
ア
ジ
ェ
と
コ
ー
ル
バ
ー
グ
の

到
達
点

J
・
ラ
イ
マ
ー
、
D
・
P
・
パ
オ
リ
ッ
ト
、
R
・
H
・
ハ
ー
シ
ュ

著
　

木
紀
幸
　
監
訳
　
内
山
伊
知
郎
　
他
　
執
筆
　
北
大
路
書
房
　
　
　
　
２
８
０
０
円

研
究
叢
書
３
２
５：

『
源
氏
小
鏡
』諸
本
集
成

岩
坪
健
　
著
　
和
泉
書
院
　
２
１
０
０
０
円

本
学
教
員
の
新
刊

CAMPUS NEWS

（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
）

〜

卒

業

生

の

新

刊

図

書

〜

『「
創
造
と
変
化
」に
挑
ん
だ
６
人
の
創
業
者
』

志
村
　
和
次
郎
さ
ん（
１
９
６
１
年
法
学
部
卒
業
）

日
刊
工
業
新
聞
社
　
１
６
０
０
円（
税
別
）

『
知
的
財
産
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ラ
ブ
ル
Q
＆
A
』

飯
田

浩
司
さ
ん
　
他
　
編
著（
１
９
８
５
年
法
学
部
卒
業
）

中
央
経
済
社
　
２
８
０
０
円（
税
別
）

『
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
社
会
―
ア
ダ
ル
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
論
を
超
え
て
―
』

中
本

新
一
さ
ん（
１
９
９
７
年
総
合
政
策
科
学
研
究
科
修
了
）

朱
鷺
書
房
　
２
５
０
０
円（
税
別
）
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菅
原
　
真
理
子

（
す
が
は
ら
　
ま
り
こ
）

①
文（
英
文
）

②
専
任
講
師

③
英
語
学
Ⅰ
、
Ⅱ

鵜
飼
　
孝
造

（
う
か
い
　
こ
う
ぞ
う
）

①
社
会
（
社
会
）

②
教
授

③
社
会
学
理
論

野
村
　
裕
美

（
の
む
ら
　
ゆ
み
）

①
社
会
（
社
会
福
祉
）

②
助
手

柿
本
　
尚
志

（
か
き
も
と
　
た
か
し
）

①
商（
商
）

②
講
師

③
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー

橋
　
美
都

（
た
か
は
し
　
み
と
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
助
教
授

③
音
楽
解
析

谷
口
　
弘
一

（
た
に
ぐ
ち
　
ひ
ろ
か
ず
）

①
文（
心
理
）

②
講
師

③
臨
床
心
理
学
実
習
Ⅰ

倉
持
　
史
朗

（
く
ら
も
ち

ふ
み
と
き
）

①
社
会（
社
会
福
祉
）

②
講
師

③
社
会
福
祉
の
歴
史
と
思
想

M
a
rie

A
n
n
e
tte

T
H
O
R
S
T
E
N

（
ま
り
ー

あ
ね
っ
と

と
ー
す
て
ん
）

①
社
会（
教
育
文
化
）

②
助
教
授

③
教
育
文
化
学
特
定
研
究

Ⅰ
、
Ⅱ

片
山
　
徹

（
か
た
や
ま
　
と
お
る
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
教
授

③
意
思
決
定
の
数
理

矢
野
　

環

（
や
の
　
た
ま
き
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
教
授

③
伝
統
文
化
論

植
木
　
朝
子

（
う
え
き
　
と
も
こ
）

①
文（
国
文
）

②
助
教
授

③
日
本
文
学
研
究
演
習

橋
本
　
和
佳

（
は
し
も
と

わ
か
）

①
文（
国
文
）

②
講
師

③
日
本
語
学
概
論（
１
）、（
２
）

冨
田

安
信

（
と
み
た
　
や
す
の
ぶ
）

①
社
会（
産
業
関
係
）

②
教
授

③
労
働
市
場
論（
１
）、（
２
）

善
本
　
哲
夫

（
よ
し
も
と
　
て
つ
お
）

①
商（
商
）

②
講
師

③
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー

菅
野
　
道
夫

（
す
げ
の
　
み
ち
お
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
教
授

③
感
性
情
報
解
析

北
　
康
宏

（
き
た
　
や
す
ひ
ろ
）

①
文
（
文
化
史
）

②
専
任
講
師

③
日
本
文
化
史
概
説
①

青
木
　
貞
茂

（
あ
お
き

さ
だ
し
げ
）

①
社
会（
メ
ディ
ア
）

②
教
授

③
広
告
論

王
　

（
お
う
　
い
く
）

①
商（
商
）

②
講
師

③
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー

重
定
　
南
奈
子

（
し
げ
さ
だ
　
な
な
こ
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
教
授

③
数
理
モ
デ
ル

宿
久
　
洋

（
や
ど
ひ
さ

ひ
ろ
し
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
助
教
授

③
定
性
的
デ
ー
タ
分
析
Ⅰ
、
Ⅱ

伊
達
　
立
晶

（
だ
て

た
つ
あ
き
）

①
文（
美
芸
）

②
専
任
講
師

③
文
芸
学
概
論
Ⅰ
、
Ⅱ

埋
橋
　
孝
文

（
う
ず
は
し
　
た
か
ふ
み
）

①
社
会
（
社
会
福
祉
）

②
教
授

③
社
会
保
障
論

五
百
旗
頭
　
真
吾

（
い
お
き
べ

し
ん
ご
）

①
商（
商
）

②
講
師

③
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー

金
　
　
明
哲

（
き
ん
　
め
い
て
つ
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
教
授

③
計
量
言
語
学

下
嶋
　
篤

（
し
も
じ
ま
　
あ
つ
し
）

①
文
化
情
報
（
文
化
情
報
）

②
助
教
授

③
映
像
解
析

B
ru
c
e
W
H
IT
E

（
ぶ
る
ー
す
　
ほ
わ
い
と
）

①
社
会
（
社
会
）

②
講
師

③
社
会
学
特
講
Ⅶ

阿
形

健
司

（
あ
が
た

け
ん
じ
）

①
社
会（
産
業
関
係
）

②
助
教
授

③
産
業
社
会
学（
１
）、（
２
）

柴
田
　
茂
紀

（
し
ば
た
　
し
げ
き
）

①
商（
商
）

②
講
師

③
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー

杉
本
　
裕
二

（
す
ぎ
も
と
　
ゆ
う
じ
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
教
授

③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
仕
組
み

新
任
教
員
紹
介

●
今
年
度
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
57
人
の
先
生
方
を
お

迎
え
し
ま
す
。
①
所
属
（
学
科
）
②
職
名
③
主
な
担
当

科
目

�

�
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阪
田

真
己
子

（
さ
か
た
　
ま
み
こ
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
専
任
講
師

③
身
体
論

金
　
春
峰

（
き
ん
　
し
ゅ
ん
ほ
う
）

①
工（
電
気
）

②
講
師

③
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
Ⅰ

M
a
tth
e
w

A
P
P
L
E

（
ま
し
ゅ
ー
　
あ
っ
ぷ
る
）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

②
講
師

③
英
語

竹
内
　
理
樺

（
た
け
う
ち
　
り
か
）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

②
専
任
講
師

③
中
国
語

杉
尾

武
志

（
す
ぎ
お

た
け
し
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
専
任
講
師

③
人
間
の
情
報
処
理
Ⅰ
、
Ⅱ

岩
井
　
誠
人

（
い
わ
い

ひ
さ
と
）

①
工
（
電
子
）

②
助
教
授

③
電
気
磁
気
学
Ⅱ

古
田
　
佑
紀

（
ふ
る
た
　
ゆ
う
き
）

①
司
法
研
究
科（
法
務
）

②
教
授

③
刑
事
法
演
習
Ⅰ
、
Ⅱ

P
e
te
r
N
E
F
F

（
ぴ
ー
た
ー
　
ね
ふ
）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

②
講
師

③
英
語

久
野
　
聖
子

（
く
の
　
き
よ
こ
）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

②
専
任
講
師

③
ス
ペ
イ
ン
語

山
本

誠
一

（
や
ま
も
と
　
せ
い
い
ち
）

①
工（
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
）

②
教
授

③
人
間
の
情
報
処
理

田
中
　
和
人

（
た
な
か
　
か
ず
と
）

①
工（
機
械
シ
ス
テ
ム
）

②
助
教
授

③
材
料
力
学
Ⅲ

C
o
lin
P
.A
.

J
o
n
e
s

（
こ
り
ん
　
じ
ょ
ー
ん
ず
）

①
司
法
研
究
科（
法
務
）

②
助
教
授

③
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ー
ガ

ル
ト
ピ
ッ
ク
ス
法

水
谷
　
智

（
み
ず
た
に
　
さ
と
し
）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

②
専
任
講
師

③
英
語

佐
々
木

康
成

（
さ
さ
き
　
や
す
な
り
）

①
工（
知
識
）

②
講
師

③
数
理
統
計
学

戸
田
　
裕
之

（
と
だ
　
ひ
ろ
ゆ
き
）

①
工
（
電
子
）

②
助
教
授

③
電
気
回
路
学
Ⅱ

寺
山
　
啓
進

（
て
ら
や
ま
　
け
い
し
ん
）

①
司
法
研
究
科（
法
務
）

②
教
授

③
知
的
財
産
法

副
島
　
一
郎

（
そ
え
じ
ま
　
い
ち
ろ
う
）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

②
助
教
授

③
中
国
語

津
村

宏
臣

（
つ
む
ら
　
ひ
ろ
お
み
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
専
任
講
師

③
行
動
計
量
学

大
谷

直
毅

（
お
お
た
に
　
な
お
き
）

①
工
（
電
子
）

②
助
教
授

③
光
導
波
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

三
井
　
誠

（
み
つ
い
　
ま
こ
と
）

①
司
法
研
究
科（
法
務
）

②
教
授

③
刑
事
法
演
習
Ⅲ

金
　
善
美

（
き
む
　
そ
ん
み
）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

②
講
師

③
ハ
ン
グ
ル

野
口
　
範
子

（
の
ぐ
ち

の
り
こ
）

①
工（
環
境
シ
ス
テ
ム
）

②
教
授

③
環
境
シ
ス
テ
ム
学
概
論
Ⅱ

川
浦

昭
彦

（
か
わ
う
ら

あ
き
ひ
こ
）

①
総
合
政
策
科
学（
総
合
政

策
科
学
）

②
教
授

③
公
共
政
策
論
―
国
際
公

共
政
策
論
―

D
a
v
id
H
u
g
h

W
H
IT
T
A
K
E
R

（
で
い
び
っ
ど
　
ひ
ゅ
ー
　

う
い
っ
た
か
ー
）

①
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

②
教
授

③
京
都
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

宮
嵜
　
克
裕

（
み
や
ざ
き
　
か
つ
ひ
ろ
）

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

②
専
任
講
師

③
フ
ラ
ン
ス
語

福
田

智
子

（
ふ
く
だ
　
と
も
こ
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
専
任
講
師

③
文
献
解
析

伊
藤

紀
子

（
い
と
う
　
の
り
こ
）

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
）

②
専
任
講
師

③
言
語
行
動
論

平
山
　
朋
子

（
ひ
ら
や
ま
　
と
も
こ
）

①
工（
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
）

②
専
任
講
師

③
機
械
設
計
法
Ⅰ
、
Ⅱ

CAMPUS NEWS
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笠
井
　
昌
昭

勝
　
　
国
興

加
美
　
宏

三
沢
　
謙
一

渡
辺
　
信
一

山
内
　
弘
継

大
谷
　
實

島
　
　
一
郎

藤
田
　
貞
一
郎

大
谷
　
隆
彦

坂
口
　
一
彦

坂
井
　
克
己

藤
田
　
一
郎

一
ノ
瀬
　
琢
美

仁
科
　
修
治

B
arbara

B
.ZIK
M
U
N
D

金
田
　
弘
光

木
原
　
太
源

山
路
　
龍
天

鈴
木
　
博
之

文
学
部
教
授

文
学
部
教
授

文
学
部
教
授

文
学
部
教
授

文
学
部
教
授

文
学
部
教
授

法
学
部
教
授

経
済
学
部
教
授

商
学
部
教
授

工
学
部
教
授

工
学
部
教
授

工
学
部
教
授

工
学
部
助
教
授

工
学
部
実
験
実
習
セ
ン
タ
ー
実
験
講
師

工
学
部
実
験
実
習
セ
ン
タ
ー
実
験
講
師

ア
メ
リ
カ
研
究
科
お
よ
び
神
学
部
教
授

ア
メ
リ
カ
研
究
科
お
よ
び
経
済
学
部
教
授

言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

理
工
学
研
究
所
教
授

T
O

P
I

C
S

大
碇
親
方
、土
佐
ノ
海
関
が
来
学

２
月
28
日
、伊
勢
ノ
海
部
屋
の
準
年
寄
　
大
碇
親
方（
本

名：

斉
藤
剛
さ
ん
、95
年
商
学
部
卒
業
）が
現
役
引
退
の
挨

拶
に
同
部
屋
の
土
佐
ノ
海
関（
本
名：

山
本
敏
生
さ
ん
、94

年
商
学
部
卒
業
）と
と
も
に
母
校
を
訪
れ
た
。

大
碇
親
方
は
、京
都
出
身
の
力
士
と
し
て
、小
柄
な
体
格

で
け
が
と
も
闘
い
な
が
ら
、
長
く
幕
内
の
座
を
守
っ
た
。
ひ

た
む
き
な
押
し
相
撲
に
引
か
れ
た
フ
ァ
ン
も
多
い
。
引
退
は

昨
年
の
11
月
26
日
。
10
年
間
の
大
相
撲
人
生
で
あ
っ
た
。

八
田
英
二
学
長
、
百
合
野
正
博
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
大
相
撲
現
役
時
代
や
学
生

時
代
の
思
い
出
話
な
ど
振
り
返
っ
た
。
現
在
は
、
伊
勢
ノ
海

部
屋
付
の
親
方
と
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。「
引

退
し
て
す
ぐ
は
、現
役
の
時
の
緊
張
感
か
ら
開
放
さ
れ
、気

が
抜
け
た
よ
う
だ
っ
た
が
、今
は
指
導
者
と
し
て
気
力
も
体

力
も
充
実
し
て
い
る
」と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。
２

月
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
長
男
に「
来
年
く
ら
い
か
ら
稽
古

を
つ
け
た
い（
笑
）」と
も
。
断
髪
式
は
、５
月
28
日
に
国
技

館
で
行
わ
れ
る
予
定
。

東北楽天ゴールデンイーグルス監督・
田尾安志さんの
サイン色紙をさしあげます。

Present  for  You

今シーズンからプロ野球新規参入球団として注目されている東北楽天ゴールデンイーグ

ルス監督の田尾安志さん（1976年文学部卒業・体育会硬式野球部OB）。『同志社大学案

内2006』の取材時にサインをいただきました（大学案内は5月末発行予定、Web-TVは6月

公開予定）。ご希望の方は、官製ハガキもしくはE-mailで、住所、氏名、学部（卒業生の方

は出身学部・卒業年）、「One Purposeの感想」をご記入のうえ、2005年4月30日（消印

有効）までに広報課にご応募ください。抽選のうえ、3人の方にプレゼントいたします。当

選の発表は発送をもってかえさせていただきます。※広報課の連絡先は裏表紙に記載

退
職
教
員
紹
介

CAMPUS NEWS

●
２
０
０
５
年
３
月
31
日
付
で
次
の
先
生
方
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

●
山
口
　
修
工
学
部
教
授
は
１
月
25
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。
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北
川
●
こ
の
た
び
は
代
表
取
締
役
社
長
へ
の
ご
就
任
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

松
岡
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
川
●
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
内
で
４
つ
も
の
役
職
を
兼
務
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

松
岡
●
私
は
昨
年
９
月
、株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
か

ら
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
へ
移
り
ま
し
た
。ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
い
う
と
、

何
か
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
そ
う
だ
と
い
う
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
半
面
、個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、そ
も
そ
も
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
そ
の
も
の
を

知
ら
な
い
と
い
う
人
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
が
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
に
移
っ
た
の
は
、ま
ず
創
業
者
で
あ
る
孫
正
義
さ
ん
と
一
緒
に
働

き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
り
、マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
て

プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
い
う
企
業
グ
ル
ー
プ

を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
そ
こ
で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
長
の
職
に
就
き
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
B
B
の
顧
客
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
統
括
担
当
と
し
て
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
部
長
も
兼
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
と
い
う
球
団

の
経
営
や
興
行
権
、放
映
権
、コ
ン
テ
ン
ツ
使
用
権
な
ど
を
含
め
た

あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
私
た
ち
は
、今
ま
で
に
な
か
っ
た
野
球
中
継
の
実
現
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。カ
メ
ラ
30
台
構
想
で
す
。
特
定
の
選
手

を
映
し
続
け
る
カ
メ
ラ
、守
備
シ
フ
ト
を
捉
え
る
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置

し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
、好
き
な

ア
ン
グ
ル
が
選
べ
る
新
し
い
視
聴
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
た
い
の
で
す
。

そ
し
て
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
魅
力
に
触
れ

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
他
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
、

そ
れ
を
次
々
と
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
で「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
、誰
も

や
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
る
企
業
だ
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る

こ
と
が
、私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
な
の
で
す
。

昨
年
９
月
１
日
に
入
社
し
て
、最
初
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
、５
日

後
の
新
聞
各
紙
に
掲
載
す
る
全
面
広
告
を
企
画
す
る
こ
と
で
し
た
。

総
務
省
に
向
け
た
意
見
広
告
で
、「
い
ま
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
、こ

の
国
の
携
帯
電
話
料
金
は
ず
っ
と
高
い
ま
ま
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
入
社
早
々
徹

夜
す
る
は
め
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
広
告

は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
が
、慣
例
ば
か
り
で
成

り
立
っ
て
い
る
社
会
に
、競
争
原
理
の
風
穴
を
あ
け
る
挑
戦
だ
と
概

ね
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
役
割
は
、こ
う
し
た
革
新
的
な
試
み
が
、

結
果
と
し
て
消
費
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
広
く
知
ら
し
め
る

こ
と
で
す
。

松岡
まつおか

保昌
やすまさ

さん
【1986年経済学部卒業】

1963年佐賀県生まれ。株式会社リ
クルートに入社後、『就職ジャーナル』
『Works』等、就職雑誌の編集に携わ
る。その後、総合企画部クリエイテ
ィブディレクター、組織人事コンサル
タントを経て、2000年に株式会社フ
ァーストリテイリングの執行役員へ。
人事総務部長、マーケティング＆コ
ミュニケーション部長を歴任の後、
2004年にソフトバンクBB株式会社
に転出。現在、ソフトバンク株式会
社ブランド戦略室長、ソフトバンク
BB株式会社顧客コミュニケーション
統括担当、1月28日から福岡ソフト
バンクホークスマーケティング株式
会社代表取締役、福岡ソフトバンク
ホークス株式会社取締役も兼務。
東京、福岡間を週に何往復もする多
忙な毎日が続く。

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

同・志・社・人・訪・問
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こ
の
度
、ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
で
は
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
新
し
い
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
の
参
考
に
し
た
の
は
、海
援
隊
の

旗
印
で
す
。
幕
末
維
新
に
、世
界
へ
目
を
向
け
る
こ
と
の
必
要
性
に

い
ち
早
く
気
づ
い
た
坂
本
龍
馬
の
よ
う
に
、平
成
の
世
で
、ソ
フ
ト
で

世
の
中
を
変
え
る
と
い
う
意
志
を
表
現
し
ま
し
た
。

北
川
●
入
社
後
、
わ
ず
か
半
年
で
、
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
こ
と
を
手

が
け
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

松
岡
●
一
般
的
に
、C
I（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）の
構

築
は
何
年
も
か
け
て
や
る
も
の
で
す
が
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
ス
ピ
ー
ド

感
が
違
い
ま
す
。
仕
事
は
大
変
。
だ
け
ど
面
白
い
で
す（
笑
）。

北
川
●
そ
ん
な
過
激
な
仕
事
に
松
岡
さ
ん
を
駆
り
立
て
る
原
動

力
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

松
岡
●
自
分
が
関
与
し
た
仕
事
で
社
会
を

変
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
、で
し
ょ
う
か
。
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
こ
ん
な
に
日
本
が
変

わ
り
ま
し
た
、と
言
い
た
い
。こ
の
気
持
ち
は

昔
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

北
川
●
と
こ
ろ
で
、松
岡
さ
ん
は
な
ぜ
同
志

社
大
学
を
進
学
先
に
選
ん
だ
の
で
す
か
。

松
岡
●
私
は
唯
一
無
二
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

も
の
が
好
き
で
す
。
だ
か
ら
、独
自
の
教
育

理
念
を
持
つ
私
立
大
学
を
志
望
し
て
い
ま

し
た
。「
同
志
社
」は
、ま
ず
そ
の
名
前
の
響

き
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
良
心
の
全

身
に
充
満
し
た
る
丈
夫
の
起
こ
り
来
ら
ん
こ
と
を
」、こ
の
新
島
襄

の
建
学
の
精
神
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
良
心
と
い
う
自
分
な
り
の

判
断
基
準
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
に
共
鳴
し
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

誰
か
に「
京
都
で
一
定
期
間
過
ご
す
の
は
良
い
よ
、冷
静
に
物
事
を

見
ら
れ
る
か
ら
」と
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

北
川
●
ど
の
よ
う
な
学
生
時
代
を
送
ら
れ
た
の
で
す
か
。

松
岡
●
経
済
学
部
で
国
際
金
融
論
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
体
育

会
合
気
道
部
の
部
活
の
ほ
か
に
、２
年
次
生
の
時
か
ら
中
学
生
向
け

学
習
教
材
の
訪
問
販
売
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
経

験
し
た
こ
と
が
、後
の
職
業
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
教
材
を
買
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
と
頭
を
悩
ま
せ
て

い
た
私
は
、教
材
を
使
う
子
ど
も
と
買
い
与
え
る
親
の
双
方
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
が
一
番
だ
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
実
際
に
訪
問
し

て
み
る
と
、勉
強
に
関
し
て
う
ま
く
意
志
の
疎
通
が
で
き
て
い
な
い

親
子
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
に
基
礎
学
力
が

な
い
の
に
難
し
い
問
題
集
を
買
い
与
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
意
外
に
多

い
の
で
す
。
子
ど
も
は
辛
い
し
、成
績
が
上
が
ら
な
い
か
ら
親
は
不
満

を
募
ら
せ
る
。
そ
こ
で
、学
校
の
ノ
ー
ト
や
通
信
簿
を
見
せ
て
も
ら
っ

て
学
習
方
法
の
弱
点
を
発
見
し
、本
人
に
合
っ
た
勉
強
法
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
今
に
し
て
思
え
ば
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
営
業
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
売
り
切

り
で
は
な
く
、そ
の
後
も
時
々
進
み
具
合
を

確
認
し
た
り
す
る
の
で
、信
頼
感
が
増
し
、

お
客
様
を
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
売
上
が
上
が
れ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

w
in

で
す
。
子
ど
も
た
ち
もw

in

、親
もw

in

。

つ
ま
り
、三
者
と
もw

in-w
in

の
関
係
が
で

き
あ
が
る
。こ
ん
な
発
想
が
自
分
で
も
気
づ

か
な
い
う
ち
に
、身
に
つ
い
て
い
た
の
で
す
。

北
川
●
誰
か
に
教
わ
る
の
で
も
、ビ
ジ
ネ
ス

本
で
学
ぶ
の
で
も
な
く
、ご
自
身
で
見
つ
け

ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

松
岡
●
え
え
。
自
分
だ
っ
た
ら
、ど
う
言
わ

れ
れ
ば
納
得
す
る
か
と
考
え
た
の
で
す
。
あ
ま
り
に
成
果
が
上
が
る

の
で
、他
の
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
マ
ニュ
ア
ル
化
も
し
ま
し
た
。

北
川
●
卒
業
後
も
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け
よ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た

の
で
す
か
。

松
岡
●
夢
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
店
長
と
し
て
他
の
学
生

ス
タ
ッ
フ
を
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
て
い
た
の
で
、「
ど
う
す
れ
ば
も

っ
と
働
い
て
く
れ
る
か
」「
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
情
熱
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
く
れ
る
か
」と
い
う
組
織
論
に
悩
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
は
も
う
就
職
活
動
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
目

に
し
た
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
の
企
業
説
明
を
読
む
と
、
当
時
は

ま
だ
珍
し
か
っ
た
女
性
の
職
場
復
帰
を
保
障
す
る
制
度
や
能
力
に

応
じ
た
賞
与
制
度
、そ
れ
に
３
年
に
１
度
、１
カ
月
間
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
休
暇
が
取
れ
る
制
度
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、働
く
人
の
気
持

ち
を
よ
く
理
解
し
た
会
社
だ
な
と
感
心
す
る
と
と
も
に
、こ
の
会

社
で
組
織
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
し
た
い
、と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。３
年
く
ら
い
勤
め
た
ら
ま
た
教
材
販
売
ビ
ジ
ネ
ス
に
戻
ろ

う
と
も
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、実
際
に
入
社
が
決
ま
り
、九
州
支

社
に
配
属
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
３
年
経
っ
た
頃
、東
京
本
社
の
就
職

ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
を
編
集
し
て
い
る
部
署
へ
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

北
川
●
ま
た
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

松
岡
●
そ
う
な
ん
で
す
。
編
集
の
仕
事
で
最
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る

の
は
、人
気
企
業
と
協
力
し
て
、大
学
名
不
問
・
職
種
別
採
用
を
日

本
に
定
着
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
私
は
つ
ね
づ
ね
、人
と
企
業
が
互
い
の

価
値
を
交
換
で
き
る
社
会
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
企
業
が

雇
っ
て
あ
げ
る
の
で
な
く
、人
が
働
い
て
あ
げ
る
の
で
も
な
い
、価
値

の
等
価
交
換
で
す
。
能
力
の
あ
る
人
に
働
い
て
も
ら
お
う
と
考
え
る

な
ら
ば
、給
与
や
環
境
、意
志
決
定
の
方
法
な
ど
で
企
業
側
に
も

努
力
が
必
要
で
す
。
人
も
、よ
り
良
い
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
た
め
に
、自

ら
能
力
を
磨
き
ま
す
。
価
値
を
交
換
す
る
こ
と
で
人
も
企
業
も
成

長
し
ま
す
。
そ
う
い
う
社
会
を
作
る
こ
と
が
私
の
理
想
な
の
で
す
。

出
身
大
学
不
問
・
職
種
別
採
用
は
ま
さ
に
私
の
考
え
に
合
致
す
る

も
の
で
し
た
。
先
陣
を
切
っ
て
こ
の
採
用
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

企
業
に
は
実
力
主
義
に
よ
る
優
れ
た
人
材
が
採
用
で
き
ま
す
。
私

た
ち
は
面
接
を
独
占
取
材
す
る
こ
と
で
、部
数
増
が
実
現
で
き
ま

す
。こ
れ
もw

in-w
in

の
関
係
で
す
ね
。
別
の
企
業
に
向
け
て
は
、グ

ル
ー
プ
面
接
に
よ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
か
一
人
語
り
か
の
選
考
方
法
を
学

生
自
身
が
選
べ
る
制
度
を
提
案
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
学
生
の

立
場
で
発
想
で
き
る
企
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
わ
け
で
す
。
私
の
シ
ナ
リ
オ
の
通
り
に
人
が
動
く
。
企
業

も
動
く
。
そ
し
て
、世
の
中
も
。

こ
う
し
た
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
、や
が
て
人
事
戦
略
や
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
構
築
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
専
門
に
な
り
ま
し
た
。
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前
の
勤
務
先
で
あ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
は
、
当
時
の
ビ
ッ

グ
ス
ポ
ン
サ
ー
の
１
つ
で
し
た
。
柳
井
正
会
長（
当
時
社
長
）か
ら

「
企
業
文
化
を
一
緒
に
創
り
ま
し
ょ
う
」と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。
柳

井
さ
ん
は
ア
イ
デ
ア
ひ
と
つ
で
シ
ェ
ア
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
、
素
晴
ら
し
い
経
営
手
腕
の
持
ち
主
で
す
。
執
行
役
員
と
し

て
人
事
総
務
部
長
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長

を
務
め
ま
し
た
が
、
売
上
が
１
千
億
円
か
ら
４
千
億
円
に
急
成
長

し
、そ
の
後
一
旦
下
が
り
始
め
た
業
績
が
、
ま
た
回
復
す
る
と
い

う
局
面
に
立
ち
会
え
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

北
川
●
そ
し
て
現
在
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
へ
移
ら
れ
た
の
で
す

ね
。
と
こ
ろ
で
松
岡
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
多
く
の
人
を
見
て
こ
ら
れ
た

わ
け
で
す
が
、社
会
に
出
る
ま
で
に
私
た
ち
は
何
を
し
て
お
く
べ
き

な
の
で
し
ょ
う
か
。

松
岡
●
３
つ
あ
り
ま
す
。
面
接
で「
私
を
育
て
て
く
だ
さ
い
、一
人
前

に
し
て
く
だ
さ
い
」と
発
言
す
る
学
生
さ
ん
が
い
ま
す
が
、そ
れ
は
違

う
。
自
分
の
能
力
を
高
め
る
の
は
会
社
の
責
任
で
は
な
く
、自
分
の

責
任
で
す
。
受
け
身
の
姿
勢
か
ら
は
、新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う
と
い

う
発
想
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。「
成
長
は
自
分
の
責
任
」。こ
の
こ
と
を

強
く
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
、ま
ず
１
つ
目
は
、20
代
の
う
ち

に「Plan-D
o-See

（
計
画
・
実
行
・
評
価
）」を
な
る
べ
く
多
く
実
践

す
る
こ
と
。
自
分
で
企
画
を
考
え
、行
動
し
、次
に
活
か
す
と
い
う
サ

イ
ク
ル
で
す
ね
。

北
川
●
そ
れ
は
、ア
ル
バ
イ
ト
で
も
実
践
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

松
岡
●
以
前
、フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
学
生
か

ら
聞
い
た
話
で
す
。
客
数
が
減
っ
て
、店
の
売
上
が
落
ち
た
。
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
考
え
た
結
果
、な
ら
ば
こ
ち
ら
か
ら
販
売
に
行
け
ば
い

い
、と
結
論
を
出
し
ま
し
た
。
店
の
近
く
に
は
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
あ

り
、多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
客
を
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
出
向
い
て
、

食
べ
た
い
商
品
は
何
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、売
れ
数
の
予
測
を
立

て
、販
売
に
行
き
ま
し
た
。
売
上
は
上
が
り
ま
す
よ
ね
。
一
ア
ル
バ
イ

タ
ー
が
主
体
的
に
、Plan-D

o-See

を
実
践
し
た
わ
け
で
す
。こ
ん
な

学
生
は
絶
対
に
採
用
し
ま
す
。
優
秀
で
す
か
ら
。
皆
さ
ん
も
ア
ル
バ

イ
ト
で
も
サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
構
い
ま
せ
ん
か
ら
、こ
う
い
う
経
験
を

自
ら
に
課
し
て
み
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、あ
る
問
題
が
発
生
し
た
時
、自
分
な
ら
ば
ど
う
す
る

か
を
考
え
、他
の
人
と
違
っ
て
い
た
ら
何
故
違
う
か
を
理
解
す
る
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
考
え
方
や
発
想
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
あ

る
テ
ー
マ
を
自
分
な
り
に
考
え
て
、例
え
ば
孫そ

ん

さ
ん
に
相
談
す
る
と
、

彼
は
全
く
違
う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
り
し
ま
す
。
そ
こ
で

話
を
詳
し
く
聞
い
て
理
解
す
る
。
す
る
と
次
回
か
ら
は
、そ
の
範
囲

ま
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。こ
れ
を
繰
り
返
し
、自
分
の
視
座

を
高
く
す
る
の
で
す
。

３
つ
目
は
、「
何
が
事
実
か
、自
分
は
そ
の
事
実
か
ら
ど
う
推
論
し

た
か
、自
分
以
外
は
ど
う
推
論
し
た
か
」を
分
け
て
認
識
し
、正
確
に

伝
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、引
っ
越
し
を
し
て
き
た
Ａ
さ
ん

一
家
と
Ｂ
さ
ん
一
家
が
、同
じ
井
戸
端
会
議
の
様
子
を
見
た
と
し
ま

す
。
話
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
１
人
の
奥
さ
ん
に
対
し
て
、Ａ
さ
ん
は

「
あ
の
人
に
何
か
知
ら
れ
た
ら
町
中
に
広
が
っ
て
し
ま
う
。
家
の
こ
と

を
話
す
の
は
よ
そ
う
」と
思
う
。Ｂ
さ
ん
は「
あ
の
人
は
何
で
も
よ
く

知
っ
て
い
そ
う
だ
。
子
ど
も
を
ど
こ
の
塾
に
や
っ
た
ら
い
い
か
相
談
し

て
み
よ
う
」と
思
う
。
見
て
い
る
状
況
は
同
じ
で
も
、導
き
出
さ
れ
た

も
の
は
逆
に
な
り
ま
す
。つ
ま
り
、ど
こ
ま
で
が
事
実
で
ど
こ
か
ら
が

推
論
か
を
認
識
し
な
い
と
、重
要
な
判
断
を
誤
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

大
学
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
訓
練
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

北
川
●
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

松
岡
●
最
後
に
ひ
と
言
付
け
加
え
ま
す
。
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の

か
分
か
ら
な
い
人
が
最
近
多
い
よ
う
で
す
。
初
め
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
に

挑
戦
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
で
す
よ
ね
。で
も
、そ
の
時
々
に
見
え

る
山
に
挑
戦
す
れ
ば
、次
の
山
は
ま
た
必
ず
見
え
て
く
る
も
の
で
す
。

ま
ず
は
始
め
て
み
る
こ
と
。
就
職
活
動
も
同
じ
で
す
。
天
職
も
そ
う

や
っ
て
見
つ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。「
人
と
企
業
が
価
値
を
交
換

で
き
る
社
会
を
つ
く
る
」と
い
う
私
の
理
想
も
、仕
事
の
中
か
ら
生

ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。や
り
た
い
こ
と
が
分
か
ら
な
い
か
ら
一
歩
も

踏
み
出
せ
な
い
と
い
う
の
は
、違
う
と
思
う
の
で
す
。

北
川
●
本
日
は
お
忙
し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松岡さんは、経歴や肩書きからは想像つかないくらい物腰の柔らかい方でした。い

ざ仕事に向かうと徹夜もいとわないパワーは、世の中をより良く変えたいという

思いから来るものに違いないと確信しました。私はメディア業界に特化したインタ

ーンシップを支援するNPO法人を設立し、テレビ局や雑誌社に約60人の学生を

送り込みました。HR（ヒューマン・リレーションズ）の分野に携わってこられた松

岡さんのお話は、とても興味深く伺うことができました。また、人の職業的自立を

サポートする仕事がしたいという希望が叶い、4月からは人材業界で働きます。松

岡さんからお聞きした自分の能力を高めるための心構えを胸に、私も不断の努力

を重ねて立派な社会人になろうと思います。

社会人としての価値を高めるために
必要な心構えを教わりました。

北川　愛さん
【法学部法律学科4年次生】

明治大学短期大学部から法学部法
律学科に3年次編入で入学。テレビ
や雑誌などのメディアに学生を送り
込み、インターンシップの機会を提
供するNPO法人「めでぃたん」を立
ち上げ、代表を務めた。4月から人材
業界に就職。

I N T E R V I E W E R

福岡ソフトバンクホークスマーケティング株式会社�
代表取締役社長　松岡保昌さんに聞く�
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め
た
相
撲
部
は
、
創
部
わ
ず
か
３
年
目
に
し
て
、
近
畿
中
学
校
相

撲
大
会
で
優
勝
。
そ
の
後
も
転
勤
先
の
各
校
で
土
俵
を
造
り
、
相

撲
部
を
創
部
し
て
い
っ
た
。
今
井
さ
ん
の
指
導
で
、
選
手
た
ち
は

多
く
の
大
会
で
好
成
績
を
残
し
た
。
最
初
か
ら
エ
リ
ー
ト
選
手
を

集
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
か
ら
育
て
る
と
い
う
の
が
今
井
さ
ん

の
方
針
だ
。「
１
、
２
年
生
に
は
身
体
づ
く
り
と
基
本
技
術
を
み

っ
ち
り
と
指
導
し
ま
す
が
、
ま
ず
は
相
撲
を
好
き
に
さ
せ
る
た

め
、『
今
は
負
け
て
も
い
い
ん
だ
よ
、
３
年
生
に
な
っ
た
ら
必
ず
勝

て
る
選
手
に
し
て
み
せ
る
か
ら
』と
諭
し
ま
す
」。
基
本
を
身
に

つ
け
た
選
手
の
才
能
は
中
学
３
年
生
で
開
花
す
る
。
正
し
く
、
楽

し
く
が
指
導
の
モ
ッ
ト
ー
。
勝
つ
こ
と
を
覚
え
た
教
え
子
の
ほ
と

ん
ど
は
、
中
学
卒
業
後
も
相
撲
を
続
け
る
と
い
う
。
同
志
社
大
学

の
子
は
、
組
ん
だ
ら
強
か
っ
た
で
す
よ
。
こ
の
子
は
身

体
も
大
き
か
っ
た
し
、
押
し
の
力
が
も
の
す
ご
く
あ
り

ま
し
た
ね
」。
教
え
子
の
名
簿
を
見
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
思

い
出
を
懐
か
し
そ
う
に
語
る
。
相
撲
指
導
歴
35
年
を
数
え
る
今

井
雅
彦
さ
ん
は
、
京
都
市
立
嵯
峨
中
学
校
の
校
長
先
生
だ
。

幼
い
頃
の
今
井
さ
ん
は
、
決
し
て
体
格
の
大
き
な
方
で
は
な

か
っ
た
が
、
相
撲
を
取
る
と
不
思
議
に
上
級
生
に
も
負
け
な
か
っ

た
。
本
格
的
に
相
撲
の
稽
古
に
取
り
組
ん
だ
の
は
高
校
１
年
生

か
ら
。
相
撲
部
員
だ
っ
た
２
人
の
兄
の
影
響
だ
っ
た
。
西
京
高
等

学
校
か
ら
同
志
社
大
学
へ
と
進
み
、
選
手
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
活
躍
し
た
。「
他
大
学
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
先
輩
の
身
の
回
り

の
世
話
や
使
い
走
り
と
い
っ
た
し
ご
き
は
一
切
な
く
、
そ
れ
で
い

体
育
会
相
撲
部
に
は
、こ
れ
ま
で
に
６
人
の
教
え
子
を
入
部
さ

せ
た
。
現
役
を
退
い
て
も
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
人
も
多

い
。
今
井
さ
ん
は
そ
ん
な
教
え
子
た
ち
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

今
年
３
月
で
定
年
を
迎
え
た
今
井
さ
ん
だ
が
、
相
撲
へ
の
情
熱

は
衰
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
中
学
校
で
の
指
導
の
ほ
か
、ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
で
地
元
小
学
生
か
ら
高
校
生
に
ま
で
胸
を
貸
す
。
今

は
指
導
者
と
な
っ
た
教
え
子
と
一
緒
に
稽
古
を
つ
け
る
こ
と
も

あ
る
。「
体
力
を
維
持
す
る
た
め
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
欠
か
し

ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
生
徒
と
身
体
を
ぶ
つ
け
あ
っ
て
、
相
撲
の

楽
し
さ
を
教
え
て
い
き
た
い
で
す
か
ら
」。
今
井
さ
ん
に
当
面
の

目
標
を
尋
ね
る
と
、「
相
撲
を
続
け
て
、
１
０
０
歳
ま
で
長
生
き

す
る
こ
と
で
す
」と
、
笑
顔
で
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

て
固
く
結
束
し
て
い
ま
し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て
耐
え
て
や
り
抜

く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
４
年
間
で
し
た
」。
今
井
さ
ん
は
、

自
分
よ
り
も
大
き
な
相
手
に
食
ら
い
つ
き
、
自
分
有
利
の
右
四

つ
に
組
ん
で
か
ら
の
勝
負
を
好
ん
だ
。
得
意
技
は
、
右
四
つ
、
下

手
投
げ
、
内
掛
け
。
今
井
さ
ん
の
食
い
つ
く
よ
う
な
相
撲
と
技
の

切
れ
味
は
、
学
生
相
撲
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

教
師
に
な
り
相
撲
を
指
導
す
る
こ
と
が
夢
だ
っ
た
今
井
さ
ん

は
、
卒
業
後
勤
め
た
水
産
会
社
を
１
年
で
辞
め
、
定
時
制
高
等

学
校
の
教
員
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
相
撲
を
教
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
中
学
校
に
移
り
、
３
校
目
の
赴
任
先
で
あ

っ
た
桂
中
学
校
で
よ
う
や
く
念
願
の
相
撲
部
を
創
設
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
土
を
盛
り
、
叩
き
固
め
て
土
俵
を
造
る
こ
と
か
ら
始

今井 雅彦さん
【1968年経済学部卒業】
京都市立嵯峨中学校校長

（2005年3月末定年退職）

P r o f i l e

卒 業 生 通 信

「
こ
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０
０
１
年
、ア
リ
・
ジ
ャ
ン
青
年
は
、民
族
紛
争
が
続
く
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
逃
れ
て
日
本
に
や
っ
て
き
た
。
日
本
で
勉
強

し
て
、愛
す
る
母
が
待
つ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
帰
る
こ
と
を
夢
見
て
い

た
が
、難
民
で
は
な
く
不
法
入
国
者
と
し
て
東
日
本
入
国
管
理
セ

ン
タ
ー
に
収
監
さ
れ
て
し
ま
う
。
救
済
に
立
ち
上
が
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
難
民
弁
護
団
と
出
会
い
、牢
屋
の
よ
う
な
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー

を
出
所
し
、自
立
す
る
ま
で
の
苦
闘
の
日
々
。こ
う
し
た
体
験
が
手

記『
母
さ
ん
、ぼ
く
は
生
き
て
ま
す
』（
写
真
）と
し
て
昨
年
出
版
さ

れ
た
。こ
の
出
版
を
計
画
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
一
人
が
、

J
I
C
A（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）に
勤
め
る
若
松
英
治

さ
ん
だ
。

若
松
さ
ん
は
、
学
生
時
代
、バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
１
つ
で
世
界
各
地
を

巡
っ
た
。
３
年
次
に
は
ミ
ネ
ソ
タ
州
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
に
留
学
。
身

に
つ
け
た
国
際
感
覚
を
役
立
て
よ
う
と
、
卒
業
後
は
J
I
C
A
に

就
職
し
た
。
南
米
に
お
け
る
鉱
工
業
開
発
担
当
と
な
っ
た
若
松
さ

ん
は
、こ
こ
で
難
民
問
題
の
第
一
人
者
、
土
井
香
苗
弁
護
士
と
知

り
合
う
。
当
時
、J
I
C
A
新
人
研
修
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
て

き
た
の
だ
。「
私
た
ち
に
も
何
か
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
尋
ね
る
若
松
さ
ん
た
ち
に
、
土
井
弁
護
士
は
ア
リ
・
ジ
ャ
ン
を
紹

介
し
た
と
い
う
。「
年
齢
も
近
い
ア
リ
と
私
は
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け

る
こ
と
は
で
き
た
の
で
す
が
、
深
く
傷
つ
い
た
心
の
暗
部
に
踏
み

込
ん
で
い
く
勇
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
何
度
か
顔
を

合
わ
せ
る
う
ち
、
一
人
の
友
人
と
し
て
、
彼
の
声
を
社
会
に
伝
え

る
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。
辛
い
体
験
を

訥
々
と
語
る
ア
リ
・
ジ
ャ
ン
。
そ
の
言
葉
を
書
き
取

っ
て
い
く
う
ち
に
涙
が
こ
ぼ
れ
、
止
ま
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
若
松
さ
ん
た
ち
の
努
力
も
あ
っ
て
、

ア
リ
・
ジ
ャ
ン
の
支
援
の
輪
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、
難
民
問
題

と
し
て
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
裁
判
所
の
判
断

で
も
難
民
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
た
と
い
う
。

現
在
、
若
松
さ
ん
と
ア
リ
・
ジ
ャ
ン
は
、
政
府
か
ら
の
難
民
認
定

を
待
つ
外
国
人
の
実
情
を
人
々
に
訴
え
る
た
め
、
全
国
各
地
で
講

演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨
年
、
若
松
さ
ん
は「
難
民
の
み

ん
な
が
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
れ
る
日
を
」と
呼
び
か
け
、「
世
界
難
民
の

日
」（
６
月
20
日
）に
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
企
画
し
、
自
ら
実
行
委
員

長
を
務
め
た
。
大
会
に

は
イ
ラ
ン
や
ト
ル
コ
か

ら
の
難
民
認
定
者
・
申

請
者
を
含
め
て
33
人
の

外
国
人
が
参
加
。「
収
容

所
で
は
生
気
の
な
い
目

を
し
て
い
た
人
た
ち

も
、
目
を
輝
か
せ
、
生
き
生
き
と
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い
る
。

そ
の
姿
は
本
当
に
感
動
的
で
し
た
」と
振
り
返
る
。「
仕
事
と
並
行

さ
せ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
自
分
で
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

か
ら
、こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
進
み
、
支
援

の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
難
民
の
一
人
ひ
と

り
が
、
誰
の
フ
ィ
ル
タ
ー
も
通
す
こ
と
な
く
、
絵
や
写
真
、
音
楽
で

自
ら
の
思
い
を
表
現
で
き
る
よ
う
な
場
を
作
ろ
う
と
企
画
を
練

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
同
志
社
人
も
集
ま
っ
て
ほ
し
い
で

す
」。
若
松
さ
ん
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。 若松 英治さん

【2001年経済学部卒業】
独立行政法人国際協力機構（JICA）

人間開発部　第二グループ（高等

技術教育）勤務

P r o f i l e

卒 業 生 通 信

『母さん、ぼくは生きてます』

マガジンハウス　　１１００円（税別）

↓フットサル大会での若松さん

2
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の人が、�
の人が、�
躍する�
います。�
と学生�

�

こんなに話し上手になっていた。�
英語でビジネス文書を書いていた。�
卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して�
級友の方々にとっては良き近況報告、�
生活の現実を考える機会になれば幸いです。�
�

祇
園
に
あ
る「
何
必
館
・
京
都
現
代
美
術
館
」は
父
が
設
立
し

た
美
術
館
で
す
。
ア
ー
ト
が
い
つ
も
身
近
に
あ
る
環
境
で
育
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
芸
術
の
持
つ
感
覚
的
で
曖
昧
な
も
の
へ
の

反
発
か
ら
か
、
私
は
法
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
で
も
、
実
際
に

勉
強
を
始
め
る
と
ど
う
も
法
律
は
窮
屈
に
思
え
、
皮
肉
な
こ
と
に

法
律
を
勉
強
す
る
こ
と
で
芸
術
の
面
白
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で

す
。
そ
こ
で
、２
年
次
か
ら
博
物
館
学
芸
員
課
程
の
科
目
履
修
を

始
め
、
卒
業
時
に
晴
れ
て
博
物
館
学
芸
員
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
は
社
会
を
広
く
知
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、東
京
の
印

刷
会
社
の
制
作
部
門
に
入
社
、カ
タ
ロ
グ
や
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
従
事

し
ま
し
た
。
２
年
ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
、パ
リ
在
住
の
写
真
家
の
方

か
ら
、現
在
パ
リ
で
写
真
美
術
館
を
設
立
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
か
ら
来
て
み
て
は
ど
う
か
、と
い
う
お
誘
い
を
受
け
た
の
で
す
。フ

ラ
ン
ス
語
は
ま
る
で
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、夢
の
よ
う
な
話
を
前

に
私
は
躊
躇
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
迷
う
こ
と
な
く
仕
事
を
辞
め
、パ

リ
へ
。
現
地
で
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
中
で
唯
一
の
日
本
人
と
し
て
美
術

館
設
立
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
館
長
に
つ
い
て
回
り
、多
く
の
知
識

を
吸
収
し
ま
し
た
。
何
よ
り
の
収
穫
は
、世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た

膨
大
な
数
の
芸
術
写
真
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
す
。
書
物
で
学
ぶ
の
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
、多
く
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

半
年
間
の
滞
在
を
終
え
て
帰
国
し
た
私
は
、パ
リ
で
お
世
話
に
な

っ
た
田
原
桂
一
さ
ん
の
写
真
展
を
何
必
館
・
京
都
現
代
美
術
館
で

開
き
、絵
画
が
中
心
だ
っ
た
美
術
館
に
写
真
部
門
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
今
は
、年
に
約
２
回
の
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

企
画
を
立
案
し
、写
真
家
と
交
渉
し
て
契
約
。
作
品
の
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
行
い
、館
内
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、作
品
の
額
装
、写
真
集
編

集
、そ
し
て
広
報
活
動
…
。
同
時
進
行
で
す
べ
て
を
行
い
ま
す
。
大

変
な
仕
事
で
す
が
、強
い
個
性
を
持
っ
た
写
真
家
に
会
え
る
こ
と
は

何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。
実
際
に
会
っ
て
お
話
を
し
て
み
る
と
、固

定
観
念
が
見
事
に
う
ち
砕
か
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
。
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
の
仕
事
は
、い
わ
ば
社
会
と
芸
術
と
の
橋
渡
し
役
。
私
が
企

画
す
る
展
覧
会
や
写
真
集
、文
章
な
ど
を
通
し
て
、一
人
で
も
多

く
の
人
が
ア
ー
ト
の
持
つ
面
白
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。「
芸
術
な
ん
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
…
」と
思
っ
て
い
る
人

に
も
、何
か
の
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
れ
ば
い
い
な
と
。
私
の
仕
事

は
そ
ん
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。「
ア
ー
ト
に
触
れ
る
」と
い
う
経

験
は
、必
ず
私
た
ち
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
、温
か
い
も
の
に
し
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
自
分
で
体
験
す
る
こ
と
、
身
体
で
感
じ
る
こ
と
が
何
を

す
る
に
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な「
知
識
」も「
体
験
」に

は
敵
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
？
　
だ
か
ら
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
、
と
に
か
く
た
く
さ
ん
歩
い
て
、
自
分
の
目
で
見
て
、
耳
で

聞
い
て
、
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
知
恵
は
そ
の
後
に
つ
い
て
き
ま
す
。

そ
し
て
仕
事
を
持
っ
た
ら
、
社
会
の
枠
や
定
説
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
分
の
考
え
を
持
っ
て
突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
や
は
り
自
分
の

選
ん
だ
仕
事
は
、
自
ら
の
プ
ラ
イ
ド
に
か
け
て「
好
き
」と
言
え

る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
※
と
し
て
、

鑑
賞
す
る
楽
し
み
を
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
に
伝
え
た
い
。

P R O F I L E

梶川さんは、練習が厳しいスキー同

好会に所属し、忙しい学生生活だっ

たと振り返る。「いつも挑戦したい

ことがたくさんあって、好奇心に任

せて行動していました。学生時代の

そういう姿勢は今も変わっていませ

んね」。９月には、３年前から準備

を始めていたというマルク・リブー

（フランス人写真家）の展覧会を開

催する予定だ。

http://www.kahitsukan.or.jp/

梶川　由紀さん
【１９９２年法学部法律学科卒業】
財団法人　何必館・京都現代美術館

キュレーター

※
キ
ュ
レ
ー
タ
ー（curato

r

）

：

美
術
館
や
博
物
館
で
、
作
品
の
収
集
や
展
覧
会
を
企
画
す
る
人
。

か
ひ
つ
か
ん
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シリーズ  私と「仕事」�

第２５回�

シリーズ�

学生時代、とても無口だったあの人が、�
学生時代、英語の苦手だったあの人が、�

このシリーズは、毎号それぞれの分野で活躍する�
何を考えてきたかを取材しています。�

学生諸君には将来のキャリア・プランと学生�
�

こんなに話し上手に
英語でビジネス文
卒業生を訪ね、仕事
級友の方々にとって
生活の現実を考え
�

情
報
工
学
に
興
味
が
あ
っ
た
私
は
、
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
工

学
部
知
識
工
学
科
に
第
１
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て

三
木
光
範
教
授
の
指
導
の
下
、
知
的
人
工
物
の
設
計
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
研
究
室
で
は
、
学
生
た
ち
に
月
例
発
表
を
義
務
づ
け

て
お
り
、
研
究
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

毎
月
結
果
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
私
た
ち
は
苦

し
み
ま
し
た
が
、
研
究
室
で
培
っ
た
締
め
切
り
直
前
の
追
い
込
み

力
は
今
で
も
多
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

知
識
工
学
科
の
学
生
の
多
く
が
大
学
院
に
進
む
な
か
、
私
は
自

分
が
作
っ
た
モ
ノ
で
誰
か
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
迷
わ
ず
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
配
属

さ
れ
た
開
発
部
で
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
放
送
機
器
を
I
P

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
拡
張
機
能
の
原
理
試
作
で
し
た
。
当

時
の
放
送
業
界
は
、
従
来
の
リ
ニ
ア
編
集
か
ら
ノ
ン
リ
ニ
ア
編
集
へ

の
移
行
期
に
あ
り
、
A
V
と
I
T
の
融
合
を
実
現
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
製
品
化
ま
で
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

や
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
現
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
、
青
紫
色
レ
ー

ザ
ー
を
用
い
て
光
デ
ィ
ス
ク（『ProfessionalD

isc
TM

』）に
記
録
す

る
放
送
業
務
用
ビ
デ
オ
・
シ
ス
テ
ム『XD

C
A
M

TM

』シ
リ
ー
ズ
の

開
発
で
す
。

設
計
の
現
場
で
は
、チ
ー
ム
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
視

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
私
は
主
に
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
設
計
と
I
C

設
計
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
相
手
が
何
を
要
求
し
て
い
る
か
を

理
解
す
る
こ
と
、
逆
に
自
分
の
設
計
し
た
も
の
を
相
手
に
理
解
し

て
も
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
制
御
し
て
欲
し
い
の
か
を
正
し
く
伝
え

ら
れ
る
こ
と
、こ
の
２
つ
が
で
き
な
い
と
設
計
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
終
製
品
を
市
場
に
送
り
出
す
ま
で
に
は
、

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
い
く
つ
も
待
ち
か
ま

え
て
い
ま
す
。
特
に
、
完
成
直
前
の
ひ
と
押
し
が
最
大
の
難
所
で

あ
り
、
粘
り
強
さ
が
試
さ
れ
る
場
面
で
す
。
入
社
前
は
、ソ
ニ
ー
デ

ザ
イ
ン
と
い
え
ば
洗
練
さ
れ
た
格
好
良
さ
の
代
名
詞
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
裏
に
は
、
現
場
の
泥
臭
い

仕
事
が
山
の
よ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
身
に
沁
み
て
わ
か
り

ま
し
た
。『XD

C
A
M

TM

』シ
リ
ー
ズ
の
ユ
ー
ザ
は
テ
レ
ビ
局
や
番

組
制
作
会
社
の
映
像
・
音
声
の
プ
ロ
た
ち
で
す
。
自
分
が
作
っ
た

製
品
で
プ
ロ
を
唸
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、さ
ら
に
彼
ら
が
制
作
し

た
番
組
を
通
し
て
多
く
の
視
聴
者
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
私
の
夢
は
１
０
０
％
か
な
え
ら
れ
た

と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

就
職
先
で
実
際
に
任
さ
れ
る
仕
事
内
容
と
大
学
で
学
ん
だ
専

門
分
野
が
異
な
る
場
合
が
、往
々
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、

新
し
い
分
野
に
も
適
応
で
き
る
柔
軟
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
も
、そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
い
ろ
い

ろ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
く
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
工
学

部
生
な
ら
ば
、ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
で
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
も
何
で
も
構

わ
な
い
の
で
、「
モ
ノ
を
つ
く
る
」経
験
を
し
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ

う
。
仕
事
上
の
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
時
、き
っ
と
そ
の
経
験
が
、
完

遂
力
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

放
送
局
の
プ
ロ
た
ち
を
唸
ら
せ
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
情
熱
を
傾
け
る
。

P R O F I L E

体育会自動車部のキャプテンとして、

チームを全日本総合杯で初の優勝に導

いた。「実は、3年次までは自動車部の

活動ばかりに熱中していました。真剣

に勉強したのは4年次の1年間なんで

す」と打ち明ける岡さん。「現在もド

ライブは大好きで、レースの練習会に

も参加したいのですが、時間的に厳し

くて…。学生時代だからできたことで

しょうね」と残念がっていた。

岡　勇志
たけし

さん
【１９９８年工学部知識工学科卒業】
ソニー株式会社　PSNC B&P事業本部

コンテンツ制作&ストレージシステム部門

メディアストレージシステム部勤務
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【日　時】５月２９日（日） 17:00開場　17:30開演
【場　所】大阪府立青少年会館文化ホール
【入場料】無料
【プログラム】第1部　凱旋行進曲ほか

第2部　歌劇「ランツァウ家の人々」より第１幕への前奏曲ほか
【お問い合わせ先】今井太隆　TEL：090-8983-6619

FAX：072-831-7432

同志社大学マンドリンクラブ第１４６回定期演奏会

身体を使って何かを表現してみませんか？日常では味わえないような
開放感を仲間と共有しながら自分自身を表現していくことで、新たな
人とのつながりを体感できるワークショップです。「自分を知りたい」、
「周囲の人や世界とつながりたい」そんなあなたにぜひ挑戦していた
だきたいプログラムです。
【期　日】全10回：毎週水曜日18：00～21：00

5/11、5/18※、5/25※、6/1、6/8、6/15、6/22、
6/29、7/5（火）※、7/6

【会　場】クローバーホール（今出川校地寒梅館 B1F）
（※はハーディーホール）

【募　集】30人程度(先着順。定員になり次第受付を締め切ります)
【参加費】本学学生･大学院生･同志社女子大学生:2,000円

一般･本学教職員:7,000円　　 （予定）
【講　師】二口　大学（ふたくち　だいがく）

…俳優、演出家、JAU（日本俳優連合）所属、
同志社大学第三劇場出身

【お申し込み】４月１日（金）～４月２８日（木）
※ 申込書を学生支援課窓口に提出してください（両校地可）
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270

ＣＬＡＰ（クラップ）
「演じてみよう！～身体表現～」参加者募集

各界でご活躍の方々をお招きし、幅広い知識と教養を、それも書物や
テレビを通してではなく、直接、講師の人柄に接することにより得ら
れる機会として、アッセンブリーアワーという時間を設けています。形
態は、講演会、コンサート、演劇、映画、作品展など様々。開講期間中、
京田辺・今出川両校地で行われます。
昨年度は河野義行氏講演会（長野県公安委員）、河合純一氏講演会（ア
テネパラリンピック金メダリスト）、唯川恵氏講演会（作家）、恩地日出
夫氏講演会（映画監督）、市原悦子氏・清水美那氏によるトークショー
（女優）等を開催しました。今年度もご期待ください。
また、学生自ら企画をプロデュースする学生企画の募集も行う予定で
す。詳細は掲示やＨＰ等でお知らせいたします。

アッセンブリーアワー

書作展という堅苦しいイメージを払拭するような創作作品が中心です。
【日　時】6月18日（土）･19日（日） １０：００～１７：００
【場　所】建仁寺西来院（京都市東山区大和大路通り四条下る）
【入場料】無料
【お問い合わせ先】幹事長・藤澤　TEL：090-1334-5108

書道部展示「第１回　夏期学外展」

毎週火曜日、寒梅館ミニシアター・クローバーホールで映画史に残る名
作を上映します。
【日　程】4月12日(火)～7月5日(火)の毎週火曜日

（5月17・24日は休映）
【場　所】クローバーホール（今出川校地　寒梅館Ｂ１Ｆ）
【料　金】無料
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※詳細は掲示や本学HP等でお知らせいたします。

クローバーシアター

京田辺キャンパスで自己実現に向けてガンバルあなたを応援するS-
cubeのサイトが立ち上がりました。学生生活をもっと面白く、もっと
充実させたいあなたに役立つ情報が満載です。
【URL】www.s-cube.info

同志社大学コミュニティーサイト
S-cube.info開設！

４月１４日（木）

４月２８日（木）

５月１２日（木）

５月１９日（木）

５月２６日（木）

「２０４６」（１３０分）１６:４０～、１９:１０～
監督：ウォン・カーウァイ 出演：トニー・レオン　木村拓哉
「ミスティック・リバー」（１３８分）１６:４０～、１９:１０～
監督：クリント・イーストウッド　出演：ショーン・ペン
ティム・ロビンス
「殺人の追憶」（１３０分）１６:４０～、１９:１０～
監督：ボン・ジュノ 出演：ソン・ガンホ
キム・サンギョン
「誰も知らない」（１４１分）１６:４０～、１９:１５～
監督：是枝裕和　出演：柳楽優弥　北浦愛 ＹＯＵ
「みすゞ」（１０５分） １４:３０～、１８:３０～
監督：五十嵐匠　出演：田中美里　寺島進

Cinema

LIVE

【日　時】４月９・１６日（土）１０：４５～、１３：１５～

４月１３日（水） １０：４５～、１３：１５～

多目的ホールなどで開催される♭
ふらっと

プログラムおよび課外活動団体など

が行う各種イベントの音響・照明・企画運営を手伝う学生アルバイト。

【場　所】ラウンジ棟201会議室（京田辺）

【お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7410

ホールアート新人募集説明会（京田辺）

知 ら せ

WOT（ワット）
WOT＝What's on Thursdays！…合言葉は「木曜日には何かがあ
る！」開講期間中の毎週木曜日、寒梅館ハーディーホールを利用した
映画上映・コンサート等、様々なプログラムを開催します。
【場　所】ハーディーホール（今出川校地寒梅館Ｂ１Ｆ）
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
いずれも詳細は掲示や本学ホームページでお知らせいたします。

「風薫る花の御所～同い年3人が繰り広げる能・狂言・京菓子の世界」
【日　程】5月5日（祝・木） ※時間、料金　未定

【料　金】いずれの日程も本学学生・教職員:無料、一般:1,000円、
他大学生:500円（「みすゞ」はどなたも入場無料です。）

※4月21日(木)には新作映画試写会を行う予定です。
※内容・時間帯は都合により変更となる場合があります。
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キャンパス内に群生する筍と竹を使って、筍ごはん作りに挑戦。旬の

味を堪能しながら焚き火の前で語らえば、初対面の人同士もすぐに

打ち解けます。大学での初めての友だちをつくりに、ふるってご参加

ください！

【日　時】４月９日（土）13:00 リザーブ２集合

【お問い合わせ先】S-cube（京田辺校地学生支援課・嗣業館１Ｆ）

TEL：0774-65-7021

新歓！筍掘り＆焚き火の会
障がい学生が、スムーズに授業を受けられるようサポートスタッフに
登録してくださいませんか。どなたでもすぐに始められること、たく
さんあります。
アシスタントスタッフ（有償）

ボランティアスタッフ（無償）

興味、関心のある方は下記までご連絡ください！
【お申し込み・お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課

TEL：0774-65-7410
今出川校地学生支援課
TEL：075-251-3270

障がい学生支援スタッフ大募集！

毎週水曜日、多目的ホールでは映画上映を中心に、ライブやコンサー
トなどの文化プログラムを行っています。ふらっと…多目的ホールに
お立ち寄りください。
【場　所】多目的ホール（京田辺校地）
【料　金】無料
※内容・時間帯は都合により変更となる場合があります。

４月２０日（水）

４月２７日（水）

５月１１日（水）

５月１８日（水）

５月２５日（水）

６月 １日（水）

６月 ８日（水）

６月１５日（水）

６月２２日（水）

７月 ６日（水）

「ラストサムライ」（１５４分）１２:３０～、１５:４５～
監督：エドワード･ズウィック 出演：トム・クルーズ
「BROWN NOTE LIVE vol.1【世界民族音楽】」
１２:３０～
「スパイダーマン２」（１２７分）１２:３０～、１５:１５～
監督：サム･ライミ　出演：トビー・マグワイア
「誰も知らない」（１４１分）１２:３０～、１５:３０～
監督：是枝裕和　出演：柳楽優弥
「オールド･ボーイ」（１２０分）１２:３０～、１５：００～
監督：パク・チャヌク　出演：チェ・ミンシク
「タテタカコ ピアノ弾き語りコンサート」
※時間は未定
「クジラの島の少女」（１０２分）１２:３０～、１５：００～
監督：ニキ・カーロ 出演：ケイシャ・キャッスル＝ヒューズ
「木更津キャッツアイ」（１２３分）１２:３０～、１５:００～
監督：金子文紀　出演：岡田准一
「ビッグフィッシュ」（１２５分）１２:３０～、１５:１５～
監督：ティム・バートン　出演：ユアン・マクレガー
「BROWN NOTE LIVE vol.２」※時間未定

♭
ふらっと

プログラム

同級生、上級生＆教職員スタッフとふれあう１泊２日。新入生のみな

さんが有意義な大学生活を送るきっかけづくりとして、また学部を越

えた友人をつくるチャンスとしてふるってご参加ください！

【日　程】①４月１６日（土）～１７日（日）

②４月２３日（土）～２４日（日）

【定　員】各回１００人（学部新入学生対象）

【参加費】５,７００円

【場　所】同志社びわこリトリートセンター

【お申し込み】①４月１日（金）～１２日（火）

②４月１日（金）～１９日（火）

※学部別先着順受付

入学手続書類に同封されている申込書に記入の上、両校地いずれか

の学生支援課へ。受付期間中でも、定員を満たすとご参加いただけ

ないのでお申し込みはお早めに。

※神学部新入生の方は①４月１６～１７日にご参加ください。

【お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課

TEL：0774-65-7410

今出川校地学生支援課

TEL：075-251-3270

新入学生対象
フレッシャーズキャンプ２００５参加者募集！

創立者・新島襄が日本にキリスト教学校の設立を訴えた米国バーモ

ント州ラットランドから、新島の母校、マサチューセッツ州アーモ

スト大学までの、およそ１３０マイルを、交通機関をいっさい使わ

ず、自らの脚のみで踏破するプロジェクトです。今回のプロジェク

トは、主催者が一定の枠組みを用意するプログラム形式ではなく、

参加者が自らの意思で方法論を考えるエクスペディション（遠征）

方式。週１回ペースのミーティングを開きながら、プログラムをつ

くりあげていきます。

※実施時期＝９月１０日～２０日

説明会

【日　時】４月２６日（火）16:45～

【場　所】ラウンジ棟201会議室（京田辺）

【お問い合わせ先】S-cube（京田辺校地学生支援課・嗣業館１Ｆ）

TEL：0774-65-7021

【日　時】６月２７日（月）～７月１日（金） １２：３０～
出演学生団体募集中！
【お問い合わせ先】京田辺校地学生支援課

TEL:0774-65-7410

♪～サマー・ラウンジコンサート～ in 多目的ホールラウンジ♪

創立130周年記念企画
新島メモリアルウォーク新入生隊員募集！

お 知 ら せ

○聴覚障がい学生へのサポート
講義内容を
・要約筆記するノートテイク
・パソコンに入力するPC通訳
・手話で伝える手話通訳

○聴覚障がい学生へのサポート
・ビデオ字幕付け

○肢体不自由学生へのサポート
・車椅子介助
・代筆

○視覚障がい学生へのサポート
・教科書や資料の
スキャニングとデータ化

○視覚障がい学生へのサポート
・ガイドヘルプ
・対面朗読
・代筆
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吉田 郁子さん

【法学部法律学科4年次生】
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２
０
０
３
年
７
月
末
の
夕
暮
れ
時
。
２
日
間
の
論
文
式

試
験
を
終
え
た
私
は
、張
り
つ
め
て
い
た
気
持
ち
が
和
ら
い

で
い
く
の
を
感
じ
な
が
ら
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
道
す
が

ら
、日
中
に
熱
せ
ら
れ
た
外
気
を
肌
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
あ

あ
、も
う
夏
な
ん
だ
。
５
月
に
短
答
式
試
験
に
合
格
し
て
か

ら
２
カ
月
半
あ
ま
り
、今
回
の
試
験
の
こ
と
で
暑
さ
を
感
じ

な
い
く
ら
い
頭
も
心
も
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
自
分
に
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。

10
月
中
旬
、論
文
式
試
験
の
合
格
通
知
が
届
き
ま
し
た
。

本
当
に
合
格
な
の
？

な
か
な
か
信
じ
ら
れ

ず
、実
感
が
湧
い
て
く

る
ま
で
ず
い
ぶ
ん
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
後

は
、
論
文
式
試
験
合

格
者
の
ほ
と
ん
ど
が

通
る
と
い
わ
れ
る
口

述
試
験
を
残
す
の
み

で
し
た
。
10
月
下
旬
の

試
験
当
日
。
試
験
委

員
の
質
問
が
次
々
と

飛
ん
で
き
ま
し
た
。
法

律
知
識
の
あ
や
ふ
や

さ
と
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
、ほ
と
ん
ど
答

え
ら
れ
な
い
自
分
が
い
ま
し
た
。
結
果
は

不
合
格
。
再
挑
戦
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

組
織
と
は
関
係
な
く
、
独
自
の
道
で
自
由
に
仕
事
が
し

た
い
。
同
志
社
女
子
中
学
・
高
等
学
校
で
学
ん
で
い
た
私

は
、
弁
護
士
な
ら
そ
れ
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
、
大
学

は
法
学
部
を
選
択
。
１
年
次
の
は
じ
め
か
ら
本
格
的
な
勉

強
を
始
め
ま
し
た
。
法
曹
を
志
す
学
生
が
多
く
集
う
サ
ー

ク
ル「
同
法
会
」に
も
入
会
。
専
門
学
校
に
も
通
い
始
め
ま

し
た
。
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
勉
強
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
私
一
人
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
合
格
す

る
と
信
じ
て
く
れ
る
多
く
の
友
人
や
家
族
の
支
え
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
志
社
高
等
学
校
出
身
の
司
法
試
験

現
役
合
格
者
の
方
を『
大
学
案
内
』で
知
っ
た
こ
と
も
、い
ち

ば
ん
身
近
な
合
格
者
と
し
て
心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

口
述
試
験
後
は
、
試
験
に
落
ち
た
人
た
ち
で
開
い
た
ゼ
ミ

に
参
加
し
た
り
、
六
法
を
基
礎
か
ら
勉
強
し
直
し
た
り
と

対
策
を
重
ね
ま
し
た
。
川
口
恭
弘
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、
商
法

に
関
す
る
議
論
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
に
触
れ
る
な

か
で
知
的
刺
激
を
受
け
、
受
験
勉
強
に
も
プ
ラ
ス
に
作
用

し
ま
し
た
。

そ
し
て
臨
ん
だ
２
０
０
４
年
の
司
法
試
験
。
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
知
識
を
保
つ
た
め
に
、
免
除
さ
れ
て
い
た
短
答
式
試

験
・
論
文
式
試
験
を
再
度
受

け
、
最
終
の
口
述
試
験
へ
。
も

っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
出

し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
下
旬
。
法
務
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
最
終
合
格
者

一
覧
に
私
の
番
号
が
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
４
月
か
ら
司
法
修
習
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
期
間
は
お

よ
そ
１
年
半
。
裁
判
修
習
や
検
察
修
習
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

実
務
修
習
を
経
験
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
な
か
で
考
え
方
も

変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
私
が
め
ざ
す
の

は
弁
護
士
。
法
曹
と
い
う
別
世
界
に
い
る
感
覚
で
は
な
く
、

困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
知
恵
を
絞
り
、当
た
り
前
の
思
考
、

常
識
的
な
判
断
が
で
き
る
偏
り
の
な
い
人
間
に
な
り
た
い
と

ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、自
分
の
信
念
を
貫
き
通
せ

る
弁
護
士
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、今
後
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
。

挑戦する人�

司
法
試
験
に
現
役
合
格
！

〜
憧
れ
の
弁
護
士
を
め
ざ
し
て
〜
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